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1. 調査業務の概要 

1.1 背景 

我が国の都市においては、社会経済情勢の変化に伴い、人口減少や高齢化、厳しい財政制約等の諸課題

が顕在化する中、人工知能（AI）・IoT等の新技術やビッグデータなど（以下「先進的技術」という。）を

まちづくりに活かすことで、市民生活・都市活動や都市インフラの管理・活用を飛躍的に高度化・効率化

し、都市・地域が抱える課題解決につなげるスマートシティの実現に向けた取組を推進することが求め

られている。 

今般、先進的技術をまちづくり分野に取り入れ、持続可能で分野横断的な取組により、都市・地域の課

題解決に係るソリューションシステムの構築を目指す提案が公募され、早期の事業化を促進していくモ

デル的な事業（重点事業化促進プロジェクト）が選定された状況である。 

 

1.2 目的 

本調査では、大田区（羽田空港跡地第１ゾーン）を対象としたスマートシティを実現するための手法を

検討し、スマートシティ実行計画を作成するために、都市の課題の整理と課題解決に向けた先進的技術

の活用方策の検討や実証調査に向けた検討を実施するものである。 

 

1.3 調査項目 

本調査における調査項目を下記に示す。 

（１）都市の課題に対して実効性のある先進的技術の活用手法の検討・整理 

大田区（羽田空港跡地第１ゾーン）の課題を既往の計画や各自治体の最新データをもとに整理した

うえで、課題に応じて活用可能な先進的技術を抽出し、導入の実現可能性を検討する。 

 

（２）データの利活用における条件設定 

標準化されたフォーマットの使用や多様な主体がデータフォーマットを活用できること、また、既

存のプラットフォームとの連携が可能となる仕様を検討する。 

 

（３）モデル事業としての横展開 

今後、スマートシティに取り組む団体に対して横展開ができるように、これまでの取組の成果の検

証やボトルネックの分析等を行うとともに、共通的に活用できる取組と個別の取組を整理する。 
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2. 都市の課題に対して実効性のある先進的技術の活用手法の検討・整理 

2.1 羽田空港跡地第 1ゾーンの概要及び特徴 

2.1.1羽田空港跡地第 1ゾーンの概要 

対象区域は、大田区が「羽田空港跡地第１ゾーン整備方針」に基づき推進する、羽田空港跡地第１

ゾーン整備事業のうちの第一期事業（以下「本事業」という。）の区域で、区域面積は約5.9ヘクタ

ールである。本事業は、「新産業創造・発信拠点」を形成するとともに、スピード感をもって新しい

取組みに果敢にチャレンジすることで、「新産業創造・発信拠点」の進化を加速させながら、地域経

済の活性化や我が国の国際競争力強化への貢献等羽田空港跡地第１ゾーンの魅力向上を通じた大田区

ならではの地方創生を実現していくことを目指す、大田区と2016年に事業公募を行い選定された「羽

田みらい開発株式会社」による官民連携事業である。  

羽田イノベーションシティ（Haneda Innovation City:ＨＩＣｉｔｙ）と名付けられた本事業によ

り整備される施設は、研究開発施設（ラボ・大規模オフィス）、先端医療研究センター、会議場、イ

ベントホール、日本文化体験施設、研究・研修滞在施設、水素ステーション等を中心とした、延床面

積12万平方メートルを超える複合施設である。人口規模としては、年間延べ就業者数約175万人、年

間延べ集客数約187万人を想定している。2020年7月にまちびらき、2022年にグランドオープンの予定

である。 
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2.1.2羽田空港跡地第 1ゾーンの特徴 

対象区域は、立地、都市開発手法、導入機能の観点から以下の特徴を有する。 

・立地    ：今後さらなる国際化が期待される羽田空港に近接し、国内・世界各地から多様な

人が訪れる区域 

・グリーンフィールド：グリーンフィールド型の都市開発により整備される区域であるため、既存

市街地では難しい多種多様な実証実験を実施することが可能 

・導入機能  ：新産業創造・発信拠点として、特に先端モビリティ、ロボティクス分野において

最先端の技術を実証・実装する機能、イベントホールなどの文化施設 

・人口属性  ：区域の人口は住宅がないため定住人口はなく、オフィス従業者やイベントホー

ル・商業施設を目的として訪れる来街者により構成される。 

・データ活用 ：本事業において取得したデータは空間情報に紐づけて広く公開をし、データの民

主化がなされる区域。さらに、データの民主化により、ユーザー自身が都市のア

プリケーションやサービスを追加・アップデートしていく成長型の区域 

 

事業主体 

羽田みらい株式会社 （構成員：鹿島建設株式会社、日本空港ビルデング株式会社、

空港施設株式会社、野村不動産パートナーズ株式会社、京浜急行電鉄株式会社、東日

本旅客鉄道株式会社、大和ハウス工業株式会社、フジフイルム株式会社、東京モノレ

ール株式会社） 

所在地 東京都大田区羽田空港一丁目１番４号（住居表示）（天空橋駅直結） 

規模 敷地面積：約5.9ha  延床面積：約131,000㎡ 

主要用途 
研究開発施設（ラボ、大規模オフィス）、先端医療研究センター、会議室、イベント

ホール、日本文化体験施設、飲食施設、研究・研修滞在施設、水素ステーション等 

  

対象地位置図（広域） 対象地位置図（狭域） 
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施設配置図 

  

施設概要 
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2.2 大田区及び羽田空港跡地第 1ゾーンにおける課題の整理 

2.2.1 大田区及び区域の課題の検討 

（１）大田区上位計画の整理 

① 大田区行政改革の体系 

大田区の計画は、大田区基本構想（期間：平成20年～令和10年）を最上位計画として、基本構想

の実現に向け、個別目標ごとに施策を体系化した計画である基本計画「おおた未来プラン10年」が

策定されている。また、基本構想及び基本計画と連携・整合を図りながら、各個別計画が策定され

ている。 

基本計画は10年ごとに策定がされており、現在の計画は平成30年度のまでの計画となっている

が、新たな基本計画は令和3年度から10年度を期間として検討中となっている。そのため、本調査

においては、現行計画である「おおた未来プラン10年」までを対象として調査を行うこととする。 

 

 

大田区行政計画の体系 
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② 大田区上位計画の概要 

ア 大田区基本構想 

大田区基本構想では、「子育て・教育・保健・福祉」領域、「都市基盤・空港臨海部・産業」

領域、「地域力・環境・区政体制」領域に区分し、それぞれの領域ごとに基本目標と個別目標を

掲げている。 

 

 

大田区基本構想の体系 
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イ 基本計画「おおた未来プラン 10年（後期）」 

平成21年度から30年度までの10か年の計画期間を、 前期５年間、後期５年間に分けて計画化

し、後半の５年間については「おおた未来プラン10年（後期）」が策定されている。 

基本計画においては、大田区がめざすまちづくりとして、「地域力が区民の暮らしを支える 

おおた」「未来へ躍動する国際都市 おおた」が掲げられている。「地域力が区民の暮らしを支

える おおた」では、取り組む分野として「安全・安心」「子育て・教育」「魅力ある地域づく

り」「産業・環境」「文化・観光」「健康・福祉・医療」の６分野が掲げられている。 

 

基本計画「おおた未来プラン10年（後期）」大田区がめざすまちづくり  
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また、基本計画の目標としては、「基本目標１：障害を健やかに安心していきいきと暮らせる

まち」「基本目標２：まちの魅力と産業が世界に向けて輝く都市」「基本目標３：地域力と行政

の連携がつくる人と地球に優しいまち」が掲げられている。 

 

 

基本計画「おおた未来プラン10年（後期）」基本目標・個別目標 
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基本計画「おおた未来プラン10年（後期）」基本目標・個別目標 
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ウ 個別計画「羽田空港跡地第１ゾーン整備方針」 

本区域に係る個別計画としては、特に「羽田空港跡地第１ゾーン整備方針」が平成27年に策定

されており、以下のように位置づけられている。 

 

羽田空港跡地第１ゾーンに係る計画・検討経過 

 

羽田空港跡地第１ゾーン整備事業においては、「世界と地域をつなぐ「新産業創造・発信拠

点」を形成 ～HANEDA ゲートウェイ～」をコンセプトとして、新製品・新技術の創出や羽田空港

に近接する土地としての旅行客のおもてなしの役割、周辺地域との連携が目標として掲げられて

いる。 

 

コンセプトイメージ  



11 

  

基本方針・ゲートウェイ 
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（２）大田区及び区域の課題の整理 

（１）に示した大田区上位計画を踏まえると、現時点において、大田区が特に解決すべき課題は「交

通」「健康」「生産性向上」「観光・地域活性化」の分野があり、すべての分野が「産業」の課題につな

がると整理される。 

なお、大田区の課題は時間経過とともに変化していくことも想定されるため、大田区内において継続

的に課題抽出及び施策展開検討を行う組織を設置することを想定しており、当該組織から協議会に大

田区の課題を継続的に提出することで、必要に応じて取り組む課題を更新していくことを想定してい

る。 

 

分野 大田区の課題 

産業 ✓ ベンチャー・創業者支援、技術革新の促進につながる企業集積 

 交通 ✓ 交通弱者の移動手段の確保 

生産性向上 ✓ 生産年齢人口の減少、担い手不足への対応 

観光・ 

地域活性化 

✓ 大田区の観光資源の認知度向上 

✓ 地域の賑わいの創出 

健康 ✓ 健康寿命の延伸 
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2.2.2 区域の目標設定 

（１）区域の目標設定に係る検討 

本区域においては、2.2.2において整理した大田区及び区域の課題を解決する取組が求められる。し

かし、本区域のみですべての課題を直接的に解決するための取組が適さないものもある。一方で、大田

区は大部分がブラウンフィールドであり、課題解決に向けた先進的技術の実証・実装を既存市街地で実

施することが難しいという課題がある。 

そこで、大田区及び区域の課題を解決する取組として有効なアプローチは、本区域が先進的技術の実

証・実装のテストベッドの役割を果たすことで、大田区の課題解決に向けた有効な示唆を与えることが

望ましいと考えられる。 

 

（２）区域の目標 

「持続可能都市おおた」の形成を支えるテストベッドとしてのスマートシティ 

✓ 都市の様々なデータを収集・分析可能なデータ連携基盤を構築し、実証的取組に適したテスト

ベッドとしてのスマートシティを形成 

✓ 形成したテストベッドにおいて多様な実証的取組を展開し、大田区の課題解決に貢献。大田区

が取り組む課題解決アプローチを同様の課題を有する全国自治体に展開 

✓ 協議会会員企業は HICityにおける実証的な取り組みをショーケースとして発信し、新たなサー

ビス・ビジネスモデルを大田区全域を始めとし、全国に展開。協議会外のプレーヤーも HICity

の活用や大田区課題への取り組みが可能なオープンな環境を構築 

 

 

区域の目標イメージ 
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上記コンセプトを実現するため、以下の取り組みを実施することを目指す。 

 

■ 区内及び羽田第１ゾーンの課題解決に向けた取組の実証及び展開 

区内課題に対応した先端的な実証的取組を羽田第1ゾーンで行い、その成果を区の多種多様な

課題解決のための取組に還元することで、持続可能都市おおたの形成を目指すとともに、羽田

第1ゾーンへ実装することにより、新産業創造・発信拠点としての機能を高め、魅力的な空の玄

関口としてのまちの形成を目指す。 

 

■ 空間情報データ連携基盤の構築 

まち全体を対象としたBIM上に対象地における様々なデータを統合・可視化・分析することが

可能な「空間情報データ連携基盤」を構築する。加えて、グリーンフィールド型のまちづくり

であることから、まちづくり当初よりセンサー等の機器を導入することにより、多様なデータ

収集を可能とする仕組みを構築する。 

これにより、データ活用の推進に寄与すると共に、協調領域として空間情報や時間情報を活

用可能とし、先端技術の実証・実装を行う環境を整える。 

 

■ 産業交流を促す実証的取り組みの誘発 

構築した空間情報データ連携基盤や実証実験を実施可能なフィールドを提供することで、最

先端技術の実証・実装を誘発し、先端産業創造発信拠点としてのプレゼンスを高める。また、

収集したデータを一般に広く公開しユーザー自身がアプリケーションやサービスを追加・アッ

プデートしていく成長型の区域を目指す。  
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2.2.3 KPIの設定 

（１）KPI検討の考え方 

KPIの検討に当たっては、スマートシティリファレンスアーキテクチャに示されるスマートシティ

戦略の考え方を踏まえると、以下の事項が検討のポイントとなると考えられる。 

 

① 課題から施策までのストーリーをつなぐ大目標～小目標の設定 

スマートシティリファレンスアーキテクチャに示されているように、本スマートシティにおいて

取り組む課題とそれに対応した大目標及び課題保持者が明らかとなるレベルにまで大目標を分解し

た小目標を設定することで、本スマートシティの取り組みの説明性を担保する必要がある。 

 

② スマートシティとしての取り組むことが適切な目標の設定 

上記のように大目標から小目標までブレイクダウンするにあたっては、分解した小目標（または

中目標）のすべてを包含するのではなく、スマートシティの取り組みとして適切な目標に絞り込み

を行う必要がある。 

 

（２）課題に対応した大目標～小目標の検討 

上述の考え方に基づき、2.2.1（２）において整理した課題に対応した大目標～小目標を検討する

と以下に整理される。なお、大目標については各課題で共通となる。 

 

① 産業の課題（国際化への対応及びベンチャー・創業者支援、技術革新の促進につながる企業集

積） 

 

 

② 交通（交通弱者の移動手段の確保） 

 

  

ベンチャー・創業者支援、技
術革新の促進につながる企
業集積

テストベッドとしての
スマートシティ形成
による「持続可能都
市おおた」の実現

スマートエコシステム

先進的な取り組み
を促進する環境

新たなビジネスにつながる
実証的取組の創出

多様な主体による区課題に対する
先進的な解決策の提案機会の創出

課題 中目標大目標 小目標

交通弱者の移動手段の確
保

スマートモビリティ

自由自在な移動を
可能にするモビリティ

環境

様々な場面に対応可能な
自動運転モビリティの導入

テストベッドとしての
スマートシティ形成
による「持続可能都
市おおた」の実現

課題 中目標大目標 小目標



16 

③ 生産性向上（生産年齢人口の減少、担い手不足への対応） 

 

 

④ 観光・地域活性化（大田区の観光資源の認知度向上及び地域の賑わいの創出） 

 

 

⑤ 健康（健康寿命の延伸） 

 
 

  

生産年齢人口の減少、担い
手不足への対応

スマートロボティクス

ロボットを活用した
来街者の利便性の
向上、仕事の支援・

代替

テストベッドとしての
スマートシティ形成
による「持続可能都
市おおた」の実現

課題 中目標大目標 小目標

来街者の活動を支援・代替する多種多様
な高付加価値ロボットサービスの提供

ロボットを活用した業務支援・代替による
施設維持管理業務の効率化

大田区の観光資源の認知
度向上

地域の賑わいの創出

スマートツーリズム

観光資源の顕在化、
賑わい創出

観光資源の顕在化

エリマネ施策による賑わいの創出・向上

テストベッドとしての
スマートシティ形成
による「持続可能都
市おおた」の実現

課題 中目標大目標 小目標

健康寿命の延伸

スマートヘルスケア

日常的な健康づくり
による健康維持

健康ポイントアプリと連携した運動習慣の
促進

テストベッドとしての
スマートシティ形成
による「持続可能都
市おおた」の実現

課題 中目標大目標 小目標
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（３）KPIの設定 

2025年度時点での目標値として、大目標に対応してKGIを、小目標に対してKPIの検討を行った。

KGIについては、大田区抱える課題に対応していることから、大田区の既存の上位計画等から引用可

能な数値を検討した。KPIについては、2.3で示す活用する先進技術の内容を踏まえつつ中目標、小目

標に対応する定量的な評価指標を検討した。なお、KPIの有効性については毎年度確認を行い、必要

に応じて見直しを行うことで成果の検証方法についても改善していくことを想定する。 

 

2025年度時点での目標値 
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2.3 先進的技術導入に向けた取り組み内容の検討 

2.3.1 区域の課題解決に資する先進技術の検討 

（１）活用する先進技術の検討 

本取組においては、「交通」「生産性向上」「観光・地域活性化」「健康」の課題に対して先進技

術を活用することとし、各課題の小目標の達成に寄与可能な先進技術の選択を行った。 

本取組は「羽田空港跡地第１ゾーン整備事業（第一期事業）」における都市開発事業と併せて実施

していることから、協議会の会員は当該事業の主体である羽田みらい開発の構成企業や当該事業の各

種取組に関連している団体や企業が中心となって設立されている。そのため、先進技術の選択におい

ては、協議会会員の有する技術やアイディアの活用が重視されている。 

 

① 交通 

【活用する先進技術】 

✓ 自動運転モビリティ 

✓ 複数モビリティの遠隔統合管制プラットフォーム 

✓ エレベーター制御システムと自動走行パーソナルモビリティの連携技術 

 

小目標 対応する技術の検討概要 

様々な場面に対応可

能な移動手段の多様

化 

対象区域は羽田空港に近接しており、また、天空橋駅に直結しているも

のの、羽田空港のアクセス利便性に課題があるとともに、約5.9haの広大

な敷地や複層の施設によって構成されるまちであり、広域・狭域・上下

移動など様々な移動シーンが想定された。そのため、各移動シーンをカ

バー可能な長距離・中距離・短距離のそれぞれに対応するように、バ

ス・低速電動カート・パーソナルモビリティの組み合わせが望ましいと

考えられた。 

運営効率化による持

続可能なモビリティ

サービスの実現 

バス・低速電動カート・パーソナルモビリティを移動手段として提供す

る場合、各モビリティにおいて有人運行をすると運営コストが高く、持

続可能性の確保が困難であると考えられた。そのため、運営コストの効

率化手段として自動運転技術の導入とともに、各モビリティを統合的に

遠隔監視・管理可能なプラットフォームを活用することで、最大限の省

人化・効率化を行う必要があった。なお、HICityは自動運転技術の開発

拠点としての機能を有していることから、自動運転モビリティとの親和

性が高いことも考慮された。 

また、パーソナルモビリティは建物内の上下移動シーンが想定されるた

め、パーソナルモビリティの一貫した自動運転化においては、自動運転

パーソナルモビリティとエレベーター制御システムの連携が必要と考え

られた。 
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② 生産性向上 

【活用する先進技術】 

✓ 自律型ロボット 

✓ ロボット統合管制システム 

✓ 建物維持管理データ分析AI 

 

小目標 対応する技術の検討概要 

来街者の活動を補

助・代替する多種多

様なロボットサービ

スの享受 

大田区においては、今後特に町工場などのものづくり産業の中小企業等

において高齢化や後継者不足から人手不足となることが懸念されてお

り、生産性の向上が目指されている。人手の代替手段としてはロボット

の導入、AIの活用、スマートフォンアプリケーションによる情報提供等

が考えらえるが、これらを組み合わせることが適切と考えられた。特に

現段階でロボットによる人手代替が可能な領域として、都市運営者の業

務（物流、警備、維持管理等）が特に有力と想定した。なお、HICityは

ロボティクスの開発拠点としての機能を有していることから、ロボット

との親和性が高いことも考慮された。 

ロボットを活用した

業務代替による施設

維持管理業務の効率

化 

上述のように、都市運営者の業務（物流、警備、維持管理等）に対応し

たロボットを導入するとともに、特に施設維持管理業務においては施設

が有している各種設備のデータのAIによる分析により効率化する取り組

みが既に存在するため、ロボットと組み合わせることでより効果を発揮

すると考えられた。 

運営効率化による持

続可能なロボットサ

ービスの実現 

ロボットの導入に当たっては、ロボットを操作する人員がロボット１台

につき一人いると人手の代替手段とはならないことから、ロボットが自

律的に活動可能なような管制システムが必要と考えられた。また、ロボ

ットの種類ごとに操作方法等が異なると非効率であることから、異なる

メーカーやタイプのロボットでも統合的に管制可能なシステムを導入す

る必要であった。 
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③ 観光・地域活性化 

【活用する先進技術】 

✓ アバターロボット 

✓ ARアプリ 

✓ 人流センサー・人流データ解析・可視化 

 

小目標 対応する技術の検討概要 

大田区観光資源の顕

在化、来訪意欲の醸

成 

潜在的な観光資源を顕在化・PRするためには、観光客に対する有効な情

報提供が必要であるが、そうした手段としては、SNSやWeb閲覧データや

購買データ等の個人情報を分析することによる情報発信等が考えられる

が、より来訪意欲を向上させるためには、潜在的観光客が双方向のコミ

ュニケーションにより大田区の観光資源についてリーチする機会を創出

することが有効であると考えられたことから、アバターロボットによる

遠隔観光体験が望ましいと考えられた。また、ロボットの導入との親和

性も考慮された。 

AR技術を活用した観

光資源の高付加価値

化 

大田区の観光資源は、典型的な「観光地」のような観光施設ではなく、

町工場に代表されるモノづくり文化などの無形のものであったことか

ら、施設整備などではなく既存施設の高付加価値化や魅力の見えるかを

行う必要があった。そのため、現実空間の改変が不要なAR技術を活用す

ることが望ましいと考えられた。また、HICityにはコンサート等を実施

するイベントホールが整備されていることから、AR技術を活用した体験

の高付加価値化と親和性があると考えられた。イベントホールを活用し

たアーティストとのディスカッションにおいてもAR技術の活用に強い興

味を示すアーティストが複数見られたことも考慮された。 

人流データ等を活用

したエリマネ施策の

高度化 

エリアマネジメントの効果把握やより効果的な施策検討に当たっては、

人流データ等の活用が求められている。人流データの把握には、GPS、

Wi-Fi、レーザーカウンター等が用いられることがあるが、HICityは屋外

だけでなく屋内空間での活動データを把握することが求められているこ

とから、屋内・屋外の影響を受けずに、また、安価に実施可能な方法と

して、ビーコンとスマートフォンアプリケーション（Bluetooth）を活用

した人流把握手法を採用することとした。 
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④ 健康 

【活用する先進技術】 

✓ ICTを活用したインセンティブ付与アプリ（健康ポイント等） 

 

小目標 対応する技術の検討概要 

健康ポイントアプリ

と連携した運動習慣

の促進 

大田区が既に開発・運営している健康ポイントアプリをさらに有効活用

するため、活用促進策として都市空間との連携に親和性があると考えら

れた。 

健康データの収集・

活用を通じた健康 

HICityは医工連携拠点としての機能を将来的に有する（2023年度予定）

ため、ウェアラブルデバイス等から健康データを取得・活用する方向性

が検討された。 

 

（２）区域の課題と活用する先進技術の対応 

大田区区域の課題や本区域整備の目標、コンセプトをもとに下表のように課題解決に活用する先進

的技術を整理した。また、先進技術を導入した都市の将来像を作成した。 

 

分野 大田区の課題 活用する先進技術 

産業 
✓ ベンチャー・創業者支援、技術革新の促

進につながる企業集積 
― 

 

交通 ✓ 交通弱者の移動手段の確保 

✓ 自動運転技術（自動運転バス等） 

✓ 複数モビリティの遠隔統合管制

プラットフォーム 

✓ エレベーター制御システムと自

動運転モビリティの連携技術 

生産性向上 
✓ 生産年齢人口の減少、担い手不足への対

応 

✓ 自律型ロボット 

✓ ロボット統合管制システム 

✓ 建物維持管理データ分析 AI 

観光・ 

地域活性化 

✓ 大田区の観光資源の認知度向上 

✓ 地域の賑わいの創出 

✓ アバターロボット 

✓ 観光案内 AI 

✓ 人流センサー・人流データ解析 

健康 ✓ 健康寿命の延伸 
✓ ICT を活用したインセンティブ付

与アプリ 
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■都市の将来イメージ 

 

 

  

サイバー空間＝３D K-Field

現実空間

自動運転
バス

自動走行
低速電動
カート

自動運転
パーソナル
モビリティ

健康     
     

自動清掃 自動配送
アバター
ロボット

遠隔観光
健康改善
     

AR     

スマートモビリティ スマートヘルスケアスマートロボティクス スマートツーリズム

データを
集める

データを
活かす

データ可視化サービス高度化

現実空間

サイバー空間＝３D K-Field
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2.3.2 取り組みの全体像の検討 

活用する先進技術の検討を踏まえ、取り組み全体像を整理し「方策１：空間情報データ連携基盤の

構築」「方策２：多様な交流を生み出す仕組みづくり」「方策３：大田区が直面する課題に応える４

つの取組展開」の方向性を検討した。 

 

 
取組の全体イメージ 

  

空間情報データ連携基盤＝協調領域として3D K-Fieldを構築

スマート
モビリティ

• 自動運転バス
• 自動運転低速電動

カート
• 自動運転パーソナ

ルモビリティ
• モビリティ統合管制

システム

• 自動掃除     、
自動配送     、 
         

• ロボット統合管制シ
ステム

• AIを活用した    
              

• AI観光案内     
による多言語案内、
空間情報の活用

•                 
による人流把握

• ICTを活用したイン
センティブ付与アプ
リ

• ウェアラブルデバイ
ス

交通 生産性向上 観光 健康

産業

スマート
ロボティクス

スマート
ツーリズム

スマート
ヘルスケア

・交通弱者の移動手
段提供、自動走行
システムによる運
営費の削減

・ロボット統合管制に
よるロボティクス導
入環境の整備

・スマートBMとの連
携

・来街者データ分析
を活用した効果的
な賑わい創出施策

・健康アプリ×データ
活用による未病対
策の誘導、健康寿
命の延伸

取組展開

オープンデータ

データ
統合

多様な交流を生み出す仕組みづくり

実証
フィールド

として活用

先進的技術
の実証

事業者

一般ユーザー

ベンチャー

地元企業

データ活用
ビジネス創出

新技術との
マッチング・連携

データを活用
したアプリ開発

区の課題

先端的技術
の

導入

データ
提供

3D K-Fieldの有する機能

データ収集・統合機能

データ蓄積機能

データ可視化機能

データ分析機能

データ公開機能

データ
収集

新
た
な
区
内
課
題
等
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

区内への施策展開、施設実装（ビジネスモデル化）

・協議会外のプレーヤーを巻き込み、データのさら
なる活用、先進的取組の実施のサイクルを創出

目指す姿 「持続可能都市おおた」の実現
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■方策１ 空間情報データ連携基盤の構築 

先進的技術の実証・実装に際しては、実証環境の構築やコストや時間を要することが実証実施

主体の課題となる。そのため、BIMを活用した空間情報データ連携基盤を構築することにより、

空間情報、位置情報・時間情報のセンシング機能やデータ分析機能等を協調領域として実証実施

主体に提供し、先進的技術の実証・実装に際する障壁を取り払う。 

 

空間情報データ連携基盤に導入する機能 活用する先進技術 

データ基盤 

✓ 都市空間で展開する取組と親和

性がある形式のデータ連携基盤

が必要。 

✓ BIMと連携したデータプラット

フォーム 

プラットフォ

ームとの連携

機能 

✓ 多種多様に展開される取組が相

互連携することが可能な連携機

能が必要。 

✓ APIによるシステム間のデータ

連携 

✓ 分野別データの収集と統合管

理 

✓ 分野別データを共通 API で公

開 

効果・結果の

可視化及び取

組検証機能 

✓ 取組が内外に分かりやすいよう

可視化する機能が必要。 

✓ 実証的取組が効果的に実施可能

なように、データ分析機能が必

要。 

✓ 分野別データの横断分析と可

視化 

 

■方策２ 多様な交流を生み出す仕組みづくり 

・実証的取り組みの分析・ノウハウの蓄積 

本事業において実施する実証的取り組みについて、区域内の施設に設置したビーコンやレー

ザーカウンターやBIMを活用した空間情報データ連携基盤を活用して効果測定や分析を行い、

実証的取り組みを簡易に実施できるようにする。また、実証的取り組みのノウハウを蓄積し、

区内他地域への展開方策の検討に活用する。 

 

・多様な技術の実証実験の実施・誘致 

協議会メンバーが先進的技術の実証・実装を行う他に、羽田みらい開発が本区域内のエリア

を実証フィールドとして広く提供することで、協議会外からも実証実験等を実施するプレイヤ

ーを積極的に誘致する。多種多様な先進的技術の実証・実装を本区域で行うことで強力な情報

発信を行い、さらに多くの実証・実装の誘発や産業交流の機会を想像し、先端産業創造発信拠

点としての機能を高める。 

空間情報データ連携基盤に収集・集約したデータは、オープンデータとして広く公開し、一

般の方もデータ等を活用してアプリケーションの開発等が可能な環境を整え、多様な参加者を

呼び込む。  
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■方策３ 先大田区が直面する課題に応える４つの取組展開 

大田区の課題に対応した４分野の取り組みを展開する。各取り組みにおける先進的技術を活用

した取り組み内容と将来的な大田区へ展開イメージを以下に示す。なお、各取り組みは方策１に

示した空間情報データ連携基盤を活用し、取組間でのデータ連携等により高度化する。 

 

大田区の課題 
先進的技術を活用した

取り組み 
将来的な大田区への展開イメージ 

交通 

・木造密集地域

等における交

通弱者の移動

手段の確保 

スマートモビリティ 

 多様なモビリティの導入 

  自動運転バス 大田区内の公共交通が脆弱な区域にバスの

移動手段を展開し、地域の利便性を向上、

地域外への移動機会を創出 

  自動運転低速電

動カート 

地域を巡回する中距離の移動手段を展開

し、地域内の移動を活性化 

  自動運転パーソ

ナルモビリティ 

誰もが不自由なくシームレスな移動手段の

展開により、誰もがいきいきと活動できる

社会を実現 

生産性

向上 

・生産年齢人口

の減少、担い

手不足への対

応 

スマートロボティクス 

 自律型ロボットの

複数台・複数種類

の導入 

ものづくりや飲食業、サービス業など多様

な領域へロボティクスを展開することによ

り大田区全体の生産性を向上 

  自動清掃ロボッ

ト 

区内施設に展開することで清掃業務の効率

化・省力化し、担い手不足に対応 

  自動配送ロボッ

ト 

区内施設に展開することで物流業務の効率

化・省力化し、担い手不足に対応 

  アバターロボッ

ト 

多様な業務を遠隔実施することで複数業務

の同時実施や場所に縛られない働き方を実

現し、生産性を向上 

観光・

地域活

性化 

・大田区の都市

観光推進のた

めの認知度向

上 

・「おおたのモ

ノづくり」の

観光資源化 

・商店街活動等

を通じた地域

づくりの取組

スマートツーリズム 

 AI観光案内ロボッ

トの導入 

大田区内の主要施設に導入すること、適切

な観光情報を提供し、観光の満足度を向

上、回遊性を向上 

 アバターの導入 認知度が低い大田区の観光資源（ものづく

り向上、商店街等）をアバター技術により

遠隔地から体験させ、大田区の魅力を伝え

ることで、大田区への来訪意欲を醸成 

 AR技術の展開 単体では集客が難しい潜在的観光資源（商

店街等）を、AR技術を活用した体験と組み
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による賑わい

の創出 

合わせることで、認知度の向上や付加価値

の高い観光体験提供により観光客を誘致 

 大田区はねぴょん

健康ポイントとの

連携 

健康アプリと連動した回遊性向上策を区内

に展開し、区民の区内回遊を創出 

 データを活用した

エリアマネジメン

ト 

大田区内のエリアマネジメントを実施する

地域に展開し、エリマネ活動の効果把握、

有効な施策の検討に活用 

健康 

・高齢化が進

む社会にお

ける健康寿

命の延伸や

未病の取組 

スマートヘルスケア 

 大田区はねぴょん

健康ポイントとの

連携 

効果的なはねぴょん健康ポイントの活用方

法を大田区全域に展開し、取り組みの効果

を向上 

健康データの収

集・活用を通じた

健康改善サービス

の展開 

区民の健康状態に応じた最適な健康サービ

スを区内他地域に展開し、区民の健康寿命

を向上 

 

  



27 

2.3.3 各取り組み内容 

（１）各取り組み内容の検討 

先進的技術導入に向けた取り組みの具体的な内容について、協議会メンバーや技術保有企業へのヒ

アリングを通じて検討を行った。 

 

■ヒアリング結果 

① 鹿島スマート BM（鹿島建設株式会社） 

・人のノウハウによらない、データドリブンな判断を可能とすることを目的にシステム開発の検討

を行った。 

・システムを導入することによる効果としては、状況把握、人件費の削減も含む建物管理業務の省力

化、電力デマンド予測などがあげられる。 

・導入実績は 60件程度。導入するレベル感はデータの可視化からデータ解析まで様々な状況である。 

・中央監視装置からクラウド側に最低限 1 日１回データを出力。必要に応じてリアルタイムデータ

も活用する。 

・外部クラウドとの連携も想定しており APIの開発も行っている。 

 

② 自動運転バス（BOLDLY、日本交通、マクニカ） 

・現行の法制度では、自動運転車両が認可されるには車両内に保安員を設置する必要がある。 

・法律上必須ではないものの、責任者設置の観点から、遠隔監視者を設置することが望ましい。監視

者には中型免許が必要であるとされている。 

・保安員や遠隔監視者の設置は人件費の観点から事業継続性に大きくかかわるものの、2023 年の道

路法改正に先行して検討を行うことが困難な状況である。 

・まちびらき時点では運転者、保安員、遠隔監視者を設置の上、自動運転バスの運行を行うこととす

る。まちびらき以降、運転手、保安員等の設置緩和を法制度の動向と併せて検討することとした

い。 

 

③ 自動運転パーソナルモビリティ（WHILL） 

・運用中は緊急時対応のためオペレーターを待機させる必要がある。 

・エレベータ内でのオペレーションについてはエレベータ製造事業者と検討が必要である。 

・まちびらき時点では、ユーザーによる主導走行で自動運転パーソナルモビリティを活用。ユーザー

が利用後に乗り捨てた自動運転パーソナルモビリティは自動運転で格納場所まで帰還するオペレ

ーションとする。 
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④ 自動運転低速電動カート（マクニカ、Percept In Japan） 

・車両はマクニカが保有し、利用権を提供するサブスクリプションモデルを想定している。利用権に

は車両代、アップデート代、保険代などが含まれている。 

・時速 4㎞での走行を想定。走行中はオペレーションスタッフが車両に同行する。ODD（Operational 

Design Domain：「運行設計領域」）の緩和を継続的に検討し、オペレーションスタッフの削減を目

指す。 

・車両が走行するマップは点群データをもとに作成する。仕様の確認は必要ではあるが、K-Fieldに

おける BIM モデルデータ作成の際に活用した点群データの流用も可能であるものと考えられ、導

入コストの削減が期待される。 

 

⑤ RoboticBase(TIS)、ロボティクス（空港ビル） 

・RoboticBaseはロボット統合管制システムであり、異種ロボットの管理機能を有するシステムとし

ての一面と、各種ロボットデータを蓄積するデータプラットフォーム（ストレージ）としての機能

も有している。 

・都立産業技術センターが開発したロボットのビッグサイトでの運用実証においても活用されてい

る。 

・RoboticBaseを介在させることによりロボットとエレベータの連携も可能となる。 

・RoboticBaseの運用は TISが実施する場合と、納入先の施設管理者やロボット運用事業者が実施す

る場合がある。 

・ロボットと連携させる際にはロボットメーカーより APIの仕様を公開いただく必要がある。 

・空港では様々なメーカーの清掃ロボットを導入しているが、メーカーごとの管理システムで監視

を行っているため、すべてのメーカーのロボットを統合完成できることは非常に有益である。 

・2020 年 7 月のまちびらきまでには、個々のロボットと RoboticBase を接続し、ロボットの位置情

報などを可視化することまでは対応可能である。 
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（２）各取り組み内容の具体化 

2.3.3（２）の結果等を踏まえ、①スマートモビリティ、②スマートロボティクス、③スマートツー

リズム、④スマートヘルスケアにおける取組を具体化した。 

 

① スマートモビリティ 

■取組全体像 

誰もが自由自在に快適な移動が可能なまち（自動運転モビリティによるシームレスな移動環境の実

現） 

✓ HICity内における中距離・短距離、平面移動・縦移動が自動運転モビリティによりシームレ

スにつながることで快適に、自由自在に移動できる。 

✓ HICityと羽田空港などが自動運転モビリティで接続され、移動の利便性が高い。 

✓ 自動運転モビリティが遠隔で統合的に監視・管制されており、効率的な運営がされている。 

✓ 大田区既存市街地においても、自動運転モビリティが導入され、誰もが自由自在に移動でき

るまちとなっている。 

 

 

取り組み全体像イメージ 

 

  

オフィス

交通広場

オフィス

バス・タクシー

階段

構内循環自動運転バス

徒歩

EV

HICity

HICity内の移動

広域の移動 自動運転バスの定期運行によるアクセス性向上 遠隔監視システム

複数モビリティの遠隔・
複数台同時管制による

運営効率化羽田空港

鉄道

EV

EV EV

自動運転

低速電動   

多様なモビリティによるシームレスな移動体験

自動運転シャトルバス
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■個別内容 

ⅰ．多様なモビリティの導入 

長/短距離、屋内/外など様々な利用場面をカバー可能な、多様なモビリティを導入する。またモビ

リティの導入に際しては、運転手の人手不足や運営コストなどの課題に対応するため、自動走行化を

狙った導入実証を実施する。 

 

導入するモビリティ 概要 

自動運転バ

ス 

 

・BOLDLY「ARMA」を導入し、羽田空港・対象区域間の公道運行や遠隔監

視者のみの運行により区域のアクセス性を向上させるとともに効率的

な運営を目指す。 

・さらに、人流データや空間情報を活用することで走行ルートや運行計

画策定の最適化を図る。 

・初期段階においては、対象区域内で運転者、保安員、遠隔監視者によ

る運行を行い、将来的には無人運転（遠隔監視）による公道（羽田空

港・対象区域間）での自動運転走行を目指す。 

自動運転低

速電動カー

ト 

 

・２階歩行者デッキにおける歩車混在空間での実装を実現することで、

木造密集地等での交通弱者支援としての有効性を実証する。 

・また、エリアを巡回するモビリティによる回遊性の向上の効果を実証

する。 

自動運転パ

ーソナルモ

ビリティ 

 ・自動運転パーソナルモビリティ「WHILL」の導入により、身体障碍者含

めた多種多様な来訪者が不自由なく快適に過ごせることを目指す。 

・呼び出し地点や返却地点への自動移動やエレベーター制御システムと

の連携を実現し、さらなる利便性の向上を目指す。 

・初期段階においては、手動運転・自動走行での待機場への返却及びエ

レベーター制御システムとの連携の実証を行う。 
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モビリティ導入イメージ 

 

【実証フェーズ１】施設内への先端モビリティの導入 

HICity内での自動運転バス、自動運転低速電動カート、自動運転パーソナルモビリティのサービス

導入を行い、各モビリティの走行能力、業務効率化・ユーザー便益等の効果を把握する。自動運転バ

スと自動運転低速電動カートの導入にあたっては、モビリティ管制プラットフォーム「Dispatcher」

による遠隔監視に加えて、車両に保安員を配置のうえ、走行能力、業務効率化・ユーザー便益等の効

果検証を行う。 

 

【実証フェーズ２】自動運転バス保安員の排除・対象区域の拡大（高度化の方向性①、②） 

実証フェーズ１で導入する自動運転バスによる運行サービスは、車内はドライバーと保安員の２

名、遠隔監視員１名の３名体制、自動運転レベル２相当のサービスとなっている。運転手不足や運用

コストの削減などの課題解決将来的な自動運転レベルの高度化を見据え、警察との安全協議を継続的

に実施し、2021年度初頭を目標にHICity内における車内保安員の搭乗を必須としない、車内ドライバ

ー１名と遠隔監視員１名の２名体制での運行サービスの実証・実装を目指す。また、車内ドライバー

１名と遠隔監視員１名の２名体制による自動運転バス運行サービスの対象区域のHICity～羽田空港間

の公道上への拡大についても、2021年度内の実現を目指す。 

 

【実証フェーズ３】レベル４による自動運転バスサービスの実現（高度化の方向性③） 

運転手不足や運用コストの削減などの課題解決に向けて、最終的に車内ドライバーを必須としない

遠隔監視のみによる運行サービス＝無人運転によるサービスの実現を目指す。実証・実装にあたって

は無人走行の認可に加えて、遠隔監視業務のマニュアル化、緊急時対応のシステム化・マニュアル化

の検討を行い、2023年度迄の実証・実装を目指す。なお、実装にあたっては自動運転を取り巻く法改

正等の状況によりスケジュールが前後することが想定される。 

 

コンサートホール

コンサートホール

日本文化体験館

：乗降地点

：商業店舗

：オフィス

天空橋駅（京急、東京モノレール）

羽田空港方面

環八

蒲田方面

アーティストビレッジ

50m

2Fへ

２Fデッキ ２Fデッキ

モビリティ種別

自動運転パーソナルモビリティ（予定）

自動運転低速電動カート（予定）

自動運転バス（実装済）
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想定する自動運転バスサービスの高度化の流れ 

 

ⅱ．モビリティ管制プラットフォーム「Dispatcher」の導入 

現在は個別の自動走行モビリティごとに異なるシステムで制御しているため、運用者が複数システ

ムを導入しなくてはならず、開発コストや運営コストが高いことが課題となっている。そこで、複数

自動走行モビリティの統合管制が可能なプラットフォーム「Dispatcher」を導入し、モビリティの運

行管理業務の効率化を実現する。また、モビリティ運行データと、人流データや気象データ等の外部

データを空間情報データ連携基盤「3D K-Field」上で統合・可視化・分析し、モビリティの最適な運

行計画を策定するなど、高度なデータ連携を実施。 

  

走行空間
HICity敷地内 公道(HICity~羽田空港)

レ
ベ
ル
４

（
保
安
員
・
ド
ラ
イ
バ
ー
無
）

運行体制：遠隔監視＠日本交通赤坂営業所
＋車内保安員+車内ドライバー

運行体制：遠隔監視＠日本交通赤坂営業所
＋車内ドライバー

【実装までに必要となるアクション】
• 警察との安全性協議

運行体制：遠隔監視＠日本交通赤坂営業所のみ
【実装までに必要となるアクション】
• 無人走行の認可
• 遠隔監視業務のマニュアル化
• 緊急時対応のシステム化、マニュアル化

運行体制：遠隔監視＠日本交通赤坂営業所
＋車内ドライバー

【実装までに必要となるアクション】
• 警察との安全性協議

レ
ベ
ル
2

（
保
安
員
無
）

方向性③
レベル４ 無人運転化

方
向
性
②

対
象
区
域
の

拡
大

レ
ベ
ル
2

（
保
安
員
有
）

方向性①
車内保安員の排除

2020年度実証・実装完了

2021年度初頭実証・実装予定 2021年度内実証・実装予定

2023年度迄実証・実装目標 ※法改正時期による

モビリティ① モビリティ② モビリティ③

データ

管制 管制 管制

モビリティ①

管制 データ

モビリティ②

管制 データ

モビリティ③

管制 データ

個別システム① 個別システム② 個別システム③

×メーカーごとに管理システムがあり高コスト
×運用に複数のシステム使う必要があり煩雑・高コスト
×モビリティごとのデータが分散しており連携ができな

い

○システムは「Dispatcher」のみで自動走行モビリティ
の管理が可能で簡易的

○複数種類のモビリティでも同時に管理可能
○複数モビリティから収集されるデータを統合管理・活

用可能

遠隔監視システム（ Dispatcher）

現状 管制システムの統合後
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■取組体制 

役割 担当企業 

統括 鹿島建設 

プラットフォーム構築 「Dispatcher」の構築 BOLDLY 

空間情報ﾃﾞｰﾀ連携基盤との連携 鹿島建設 

プラットフォームの活用 「Dispatcher」の活用 日本交通 

モビリティの導入、 

モビリティサービス提供 

自動運転バス 羽田みらい開発、BOLDLY、 

マクニカ 

自動運転低速電動カート 羽田みらい開発、マクニカ 

自動運転パーソナルモビリティ 羽田みらい開発、WHILL 

モビリティの運営 自動運転バス 日本交通 

自動運転低速電動カート 日本交通 

自動運転パーソナルモビリティ 日本交通 

エレベーター制御システムの提供 三菱電機 

空港ターミナル間自動運転バス運行への協力、調整 日本空港ビルデング 

 

【取組の特徴】 

先進性 
・空間情報データ連携基盤とモビリティ統合制御の連携 

・複数システムの連携（エレベーター制御システムとの連携等） 

効率性 
・モビリティの自動化による人件費低減 

・移動弱者へのモビリティ提供による移動介助の効率化 

継続性 

・モビリティの利用料を適正に徴収することで、継続性を確保することが可能 

・自動運転バスはバス運転手の代替手段として運営におけるコスト削減効果が見込まれ

る 

汎用性 ・スマートモビリティの導入は地域によらず横展開可能 
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② スマートロボティクス 

■取組全体像 

多種多様なロボットが導入され都市運営の効率性や利用者の利便性が向上したまち 

✓ 多種多様なロボットを容易に導入可能とするための協調領域として、空間情報データ連携基

盤「3D K-Field」とロボット統合管制プラットフォームが構築されており、最先端ロボット

が次々導入・活用されて利便性が向上している。 

✓ 都市の運営（警備、構内物流、維持管理）にロボットが導入されており省力化・効率化され

ている。また、都市の維持管理システム（鹿島スマートBM）とロボット統合管制プラットフ

ォームが連携することで、最適なロボット管制が実現されている。 

✓ 利用者は都市の機能（会議室、飲食施設、等）とロボットが連動した高付加価値のサービス

を受けられ、満足度の高いまちとなっている。 

 

取り組み全体像イメージ 

 

  

ユーザー向け
アプリ

都市運営者向け
アプリ

利用者 施設維持管理者
テナント

ロボット

・・・・・

容易に追加可能

統合管制

ビーコン等IoTセンサー

共通マップ
（＝協調領域）

施設

施設全体 店舗        会議室

・・・・・

✓ まち案内アプリ
✓ 会議室予約
✓ エンタメアプリ

等

✓ スマートBM
✓ 警備アプリ
✓ 構内物流アプリ
✓ EV制御システム
✓ 会議室予約管理

等

維持管理
オペレーションより快適な利用

高付加価値サービス
（自動配送、案内、等）

接続

データ格納

接続接続

利用

データ
収集

利用

データ
収集

制御等

業務等
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■個別内容 

ⅰ．自律型ロボットの複数台・複数種類の導入 

施設維持管理業務等に自律型ロボットを複数台・複数種類導入することにより、人手不足が課題と

なっている施設維持管理業務の効率化を実現する。導入を想定するロボットのうち、物流ロボットに

ついては、初期段階においては人に追従する方式で導入し、次の段階として人に代わり遠隔操作する

アバターロボットに追従する方式の実証を行う。 

 

導入するロボット 取組概要 

自動清掃 

ロボット 

 ・生産人口の減少に伴い求められる生産性向上に向け、自動清

掃ロボットを建物及び周辺の清掃業務に活用する。また、空

間情報データやスマートＢＭとの連携で清掃状況を見える化

し、清掃最適化を図る。 

自動配送 

ロボット 
 

・物流センターからテナント各居室までの構内物流におけるラ

ストワンマイル配送を自動化することで、人手不足解消や配

送業務効率化に貢献する。 

アバター 

ロボット 

 ・生産人口の減少に伴い求められる生産性向上に向け、遠隔操

作や自動運転が可能なロボットで、運搬ロボット先導や警備

業務を行う。 

・まちのあらゆる場所にアバターを設置し、連携活用が可能な

都市型アバターインフラを構築する。 

 

ⅱ．ロボットの統合管制 

通常、ロボットの管制システムはロボットごとに異なるため、複数ロボット導入する際には併せて

管制システムを複数導入する必要があり、多額の開発及び運用コストが伴うことが課題となる。ま

た、運用面においても複数システムを同時に扱う必要があり、運用コストが高くなるという課題があ

る。そこで、異なる種類のロボットの統合管制やデータ連携が可能なロボット制御プラットフォーム

「RoboticBase」を導入する。 

将来的には区域全体でのロボット統合管制の実現を目指すが、本実証では「限定エリア」と「ビル

全体」での実証・実装を行う。 
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【実証フェーズ１】限定エリアでのロボット統合管制 

限定エリアにおいて統合管制の実証を行う。RoboticBaseと会議室予約管理システムを連携させる

ことにより、会議予約から会議終了までをロボットが自動でサポートする、高効率・シームレスな会

議室を作り出す。また、3D K-Fieldと連携することで、3Dマップ上で会議室の予約や空室状況を確認

できるなど直感的な操作を可能とすることを目指す。さらに、区域内のカフェについてもロボットに

よる清掃や案内等の自動化を実証し、ビル維持管理業務以外の分野への適用可能性を検討する。 

 

会議室でのロボット統合管制イメージ  

個別システム①

ロボット①

管制 データ

個別システム②

ロボット②

管制 データ

個別システム③

ロボット③

管制 データ

×メーカーごとに管制システムがあり高コスト
×運用に複数のシステム使う必要があり煩雑・高コスト
×ロボットごとのデータが分散しており連携ができない

ロボット① ロボット② ロボット③

・・・

ロボット●

○システムは「RoboticBase」のみでロボット管制が可能
で簡易的

○複数のメーカーのロボットでも同時に管理、操作可能
○新たなロボットの追加など拡張が容易
○複数ロボットから収集されるデータを統合管理・活用

可能

データ

管制 管制 管制 管制

統合管制システム（RoboticBase）

現状 管制システムの統合後

受付けロボット

会議室予約情報
来客情報

会議室案内

来客連絡

清掃ロボット

会議終了情報

会議室清掃

警備ロボット

忘れ物確認

運搬ロボット

給茶配膳
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【実証フェーズ２】ビル全体でのロボット統合管制 

ビルマネジメントシステム「鹿島スマートBM」及びエレベーター制御システムと連携した統合管制

の実証を行う。 

3D K-Field をデータハブとし、効率的な維持管理を実現する建物維持管理システム「鹿島スマー

トBM」（P15参照）と連携することで、ロボット運用に当たって適切な業務指示や効率的なルート選

定等を実施可能とする。ロボットが維持管理業務を行うに当たっては複数フロアで活動するため、ビ

ル内を縦移動する必要があることから、RoboticBaseとエレベーター制御システムを連携させること

でロボットの自由な縦移動を可能とすることを目指す。 

ビル全体でのロボット統合管制イメージ 

 

 

3D K-Fieldと RoboticBase との連携イメージ 

 

施設A
稼働ロボット

ALL 17

清掃ロボット 5

ロボットA 1

ロボットB 1

ロボットC 2

ロボットD 1

警備ロボット 2

運搬ロボット 4

案内ロボット 2

移動ロボット 4

施設

施設A

施設B

施設C

施設A

3F

・3F北エリアの清掃ロボットの電池残量が20%以下になっています
・警備ロボットが1F南エリアで不審物を発見しました

Information

移動ロボット（稼働中）
タスク：6F 会議室移動

清掃ロボット（稼働中）
タスク：3F 定期清掃
電池残量：20%

1F

2F

3F

点検ロボット

空調異常

エレベーター連携

現場確認

ゴミ、異物検知

警備ロボット

清掃ロボット
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ⅲ．鹿島スマートＢＭの導入 

施設維持管理業務に、建物管理プラットフォーム「鹿島スマートBM（Kajima Smart Building 

Mavataringement）」を導入する。「鹿島スマートBM」では、空調や照明などの稼働状況、温度や照

度などの室内環境、エネルギー消費量など、建物に関する様々なデータを、IoTを活用して収集、AI

を用いて分析することで、設備の最適調整や省エネルギー支援によるランニングコストの削減、機器

の異常や故障の早期把握などを実現する。 

また、「3D K-Field」 をデータハブとし、ロボットから収集した建物に関するデータを「鹿島ス

マートBM」の分析に活用すると共に、異常値を示した施設の目視・確認や見回り業務等を

「RoboticBase」を活用してロボットに実行させる等の連携を行う。 

 

 

鹿島スマート BM のイメージ 

 

  

建物
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■取組体制 

役割 担当企業 

統括 鹿島建設 

プラットフォーム構築 「RoboticBase」の構築 TIS、鹿島建設 

プラットフォームの運用 「RoboticBase」の運用 TIS、鹿島建設 

ロボットの導入 自動清掃ロボット 鹿島建物総合管理 

警備ロボット 
羽田みらい開発、鹿島建物総合管理、アラ

コム 

自動配送ロボット SBSロジコム 

アバターロボット 羽田みらい開発 

自動運転ﾊﾟｰｿﾅﾙﾓﾋﾞﾘﾃｨ 羽田みらい開発 

ロボットの運用 自動清掃ロボット 鹿島建物総合管理 

警備ロボット 鹿島建物総合管理、アラコム 

自動配送ロボット SBSロジコム 

アバターロボット avatarin 

自動運転ﾊﾟｰｿﾅﾙﾓﾋﾞﾘﾃｨ WHILL 

エレベーター制御システムの提供 三菱電機 

ロボット導入に当たっての施設管理運用上の課題検討 鹿島プロパティマネジメント、鹿島東京開

発 

スマートパーク設置・運営 ピットデザイン 

 

【取組の特徴】 

先進性 

・3D空間情報データ基盤とロボット統合制御の連携 

・複数システムとの連携（エレベーター連携、スマートBM連携） 

・拡張性（コマンドの追加、ロボットの追加）の確保 

効率性 
・管制コストの低減（一つのプラットフォームに統合することで、作業が簡易化） 

・維持管理業務の自動化による人件費低減 

継続性 

・既存の維持管理業務の代替手段であるため、既存業務のコスト削減効果により継続可

能 

・共益費等にコストを上乗せすることで継続性を確保可能 

汎用性 
・屋内の3Dデータの整備が必要であるが可能 

・効率化効果を得るためには、複数棟にまたがるような区域設定が必要 
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③ スマートツーリズム 

■取組全体像 

最先端技術を活用した観光DXによる観光資源の顕在化、賑わい創出 

✓ ロボットを活用した遠隔観光により大田区への来訪意欲が醸成されている。 

✓ AR技術の活用により付加価値の高いアクティビティやエンタメサービスが提供されている。 

✓ リアル空間とアプリケーション（大田区はねぴょんポイント等）との連携により来街者の回

遊性が向上している。 

✓ 空間情報データ連携基盤「3D K-Field」を活用した情報提供や人流分析によるデータに基づ

く施策検討・効果把握がされている。 

 

 

取り組み全体像イメージ 

  

アバターロボット
遠隔観光体験

AR技術を活用した
観光コンテンツ

データを活用した
エリマネ施策

はねぴょん健康ポイント
を活用したコンテンツ

観光資源顕在化
「魅力を伝える」

観光資源高度化
「より楽しめる」

回遊性向上
「日常的に楽しむ」

効果可視化・施策最適化

データ連携

効果最大化

大田区
他地域

HICity

町工場エリア 歴史施設

・・・

展開

商店街 銭湯      

アバター拠点機能 ARコンテンツ
開発・実証・実装

つなぐ

ポイントスポット
設置

施策効果可視化機能
施策検討手法

ノウハウ
共有

サービス
展開

データ取得・表示

ノウハウ
共有

✓ 地域の魅力を
知れる

✓ 地域を訪れ魅
力をより楽し
める

ビーコン等IoTセンサー
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■個別内容 

ⅰ．AI観光案内ロボットの導入 

羽田空港に隣接し、国際化が進む区域において、多言語対応の観光案内機能として、AIを活用して

観光案内を行うロボット「ZUKKU」を導入する。AIにより、観光客のニーズや属性データ（性別、年

齢等）を収集・分析し、大田区の観光情報を対応する言語表現するなど、効果的な情報発信に活用す

る。また、3D K-Fieldと連携し、施設の3Dマップを活用したより詳細な案内を可能とする。 

AI観光ロボットの連携イメージ 

 

ⅱ．アバターの導入 

大田区の都市観光推進、地域づくりによる賑わい創出のために、アバターを活用した新しい体験を

提供し、潜在観光客の誘致を促進する。現在は認知度が低い大田区町工場等の観光資源をアバター技

術により遠隔地からでも簡単に見学可能とすることで、大田区観光資源の認知度を向上させ、大田区

への来訪意欲を醸成することで実際の来訪につなげる。特に、大田区町工場のアバター技術見学など

から、地域産業活性化、新産業創出を目指す。また、アバター体験からデータを取得することで、観

光客のニーズを分析・把握し、施策に反映させる。 

データ収集
質問

データ収集

3D K-Field

データ連携

データ表示

情報提供
情報発信

多様な来街者
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アバター実装イメージ 

 

ⅲ．AR技術の展開 

AR技術を導入したまち案内アプリやコンテンツを開

発・提供することで、区域の新たなエンターテイメン

トの創出や利便性向上により来街者の増加を目指す。

さらに、大田区の魅力をアピールするコンテンツを作

成することで、新たな情報発信方法とすることを検討

する。 

 

ⅳ．大田区はねぴょん健康ポイントとの連携 

大田区にて推進している健康ポイント付加アプリ「大田区はねぴょん健康ポイント」を活用し、本

区域内にウォーキングコース（羽田コース）／スタンプスポットを登録し、利用者の回遊データを取

得する。また、ウォーキングコース／スタンプスポットの登録場所を変化させた際の、利用者の回遊

データを分析することで、回遊性向上に最適なウォーキングコース／スタンプスポットの設定方法を

検討する。検討結果を活用し、効果的なウォーキングコース／スタンプスポットの設定方法を区内他

地域に広げ、また、区内イベント等と連携した設定に活用することで、区内回遊性を向上させる。 

  

AR コンテンツイメージ 
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ⅴ．データを活用したエリアマネジメント 

区域内の施設にビーコンやレーザーカウンター等を設置し、まち案内アプリケーションを活用して

エリアマネジメント活動等で実施されるイベント（フォーラム等）の来訪者位置情報等を取得する。 

取得したデータは空間情報データ連携基盤に統合し、見える化及び分析することでエリアマネジメ

ント施策の効果把握と最適な施策立案に活用する。 

具体的には、オープンスペースでのイベントの効果測定、混雑状況の緩和施策の検討・効果検証等

を実施する。 

 

人流解析・可視化のイメージ 

 

■取組体制 

役割 担当企業 

統括 鹿島建設 

ロボットの導入 AI観光案内ロボットの導入 羽田みらい開発 

アバターの導入 Avatarin、羽田みらい開発 

ロボットの運用 AI観光案内ロボットの運用 羽田みらい開発 

アバターの運用 avatarin 

アプリの運用 「大田区はねぴょん健康ポイント」の運用 大田区 

センシングシス

テムの構築 

ビーコン、レーザーカウンターの設置 鹿島建設 

センシングシス

テムの運用 

3D K-Fieldへの統合・分析 鹿島建設 

エリアマネジメントへのデータの活用 アバンアソシエイツ 
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【取り組みの特徴】 

先進性 
・AI観光案内ロボットと空間情報データ連携基盤が連携することで、案内情報の可視化

やリアルタイムでの更新が可能。 

効率性 

・観光案内に係る人件費の抑制やアバターを活用することによる遠隔での観光案内によ

り、移動コスト等の削減が可能。 

・エリアマネジメント活動を効果的に実施可能。 

継続性 

・既存の維持管理業務の代替手段であるため、既存業務のコスト削減効果が見込まれる

場合は、継続性がある。 

・共益費等にコストを上乗せすることで継続性を確保することも想定される。 

汎用性 

・ソフトの取組であるため、横展開は容易。 

・ビーコンやレーザーカウンター等のハード整備が必要であるが軽微な整備で横展開可

能。 
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④ スマートヘルスケア 

■取組全体像 

日常生活において健康づくりが行われ、いきいきと暮らせるまち 

✓ 健康ポイント付加アプリ「大田区はねぴょん健康ポイント」を活用し、区民の健康づくりに

向けた意識改善及び行動変容（健康保持・増進のために行動を望ましいものに改善するこ

と）が効果的に促進され日常的な健康づくりが行われている。 

✓ ウェアラブル端末等の活用により各種生体情報（血圧、体温、心拍数等）を取得し、個人別

の健康状態に応じた最適なウォーキングルートサービス等のパーソナライズ化された健康情

報のレコメンドを行うことにより、健康寿命の延伸が実現されている。 

 

取り組み全体像イメージ 

 

■個別内容 

ⅰ．大田区はねぴょん健康ポイントとの連携 

大田区にて推進している健康ポイント付加アプリ「大田区はねぴょん健康ポイント」を活用し、区

民の健康づくりに向けた意識改善及び行動変容（健康保持・増進のために行動を望ましいものに改善

すること）を効果的に促進する。ウォーキングコース（羽田コース）／スタンプスポットに本区域を

登録し、訪問者にポイント付与する。 

本区域内にスタンプスポットを設定するにあたり、設定する場所ごとに利用者数や利用者の移動経

路が変化するかを把握することで、アプリの利用を促進する効果的なスタンプスポットの設置方策の

検討や回遊性向上効果の検証を行う。 

3D K-Field

アンケート等
データ

健康イベント/
アンケート等
の通知

HICity

来訪

データ等連携

ポイント設置
イベント連携による
アプリ利用者増

大田区他地域

来訪

ポイント設置

日常的な健康づくり・地域回遊性向上

スマートヘルスケアサービス

データ等連携

利用

健康レコメンド等

健康寿命を延伸し、いきいきとしたくらしを実現
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大田区はねぴょん健康ポイントとの連携イメージ 

 

ⅱ．健康データの収集・活用を通じた健康改善サービスの展開 

ウェアラブル端末の活用により各種生体情報(血圧、体温、

心拍数等)を取得し、個人別の健康状態に応じた最適なウォー

キングルートサービスを提供することで、健康寿命延伸に寄与

する。実際にウォーキングルートと健康状態の変化を空間情報

に可視化し、サービス品質改善を図る。 

 

■取組体制 

役割 担当企業・団体 

アプリの開発・運用 「大田区はねぴょん健康ポイント」の運用 大田区 

健康データの活用 健康データの収集・活用を通じた健康改善

サービスの展開検討 

 

 

【取組の特徴】 

先進性 ・健康寿命の延伸による区民の幸福度向上 

効率性 ・健康寿命の延伸による保険料の抑制効果が期待される 

継続性 
・健康寿命の延伸による保険料の抑制効果を発揮することで継続性が想定される 

・広告掲載等によりマネタイズの可能性がある 

汎用性 ・既存の地図情報が活用可能であり、横展開は容易 

  

大田区はねぴょん健康ポイント参加者

3D K-Field大田区はねぴょん健康ポイント

アンケート
データ

健康イベント/
アンケート等の通知

本区域

来訪

データ収集

ウェアラブル端末の活用イメージ 
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（３）各取り組み現状及び課題 

① 空間情報データ連携基盤構築 

取り組み内容 現状 課題 

空間情報デ

ータ連携基

盤構築 

3D K-Field の構築 構築済み 必要に応じた機能拡張 

3D K-Field と

Dispatcher の API接続 
実装済み - 

3D K-Field と

RoboticBase の API接続 
実装済み - 

 

② スマートモビリティ 

取り組み内容 現状 課題 

自動運転パ

ーソナルモ

ビリティの

実装 

自動運転パーソナルモビ

リティの導入 
実証実験実施 自動運転技術の確立 

ロボット対応型エレベー

ターの導入 

未実施。令和

３年度に実証

実験予定 

ロボット対応型エレベーターのコスト

が高額 

エレベーターシステムと

RoboticBase の接続 

未実施。令和

３年度に実証

実験予定 

 

走行領域の拡大 未実施。 
自動運転における施設側の課題（扉、

段差等の制約条件）の把握 

自動運転バ

スの拡張 

大 田 区 他 地 域 展 開

（HICity⇔羽田空港間の

運行） 

未実施。

HICity内の走

行に限定。 

公道実証にあたっての警察協議、現行

法制度による制約 

保安要員の削減 

未実施。令和

３年度に実証

実験予定 

運営コスト増大の障壁となっており、

現行法制度の緩和が必要 

 

③ スマートロボティクス 

取り組み内容 現状 課題 

ロボットの

導入 

清掃ロボットの導入 実証実験済 業務効率化効果を生むためには、ロボ

ットの自動化が必要。ロボットの自動

化に向け RoboticBase との接続やロボ

ット自動制御の高度化が必要。 

警備ロボットの導入 実証実験済 

物流ロボットの導入 実証実験済 

配送ロボットの導入 実証実験済 - 

ロボットと

施設の連携 
会議予約システムと連携 実証実験済 - 

ロボットの

統合管制 

RoboticBase の導入 導入済み - 

RoboticBaseと EVシステ

ムの接続 

令和３年度に

実証予定 
- 
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取り組み内容 現状 課題 

RoboticBase によるロボ

ット自動制御 
実証実験済 ロボットの自動化に向け RoboticBase

との接続やロボット自動制御の高度化

が必要。 
RoboticBase と鹿島スマ

ート BM の接続 
未実施 

 

④ スマートツーリズム 

取り組み内容 現状 課題 

アバター拠

点機能 

アバターロボット導入 実証実験済 - 

アバタースポット整備 
実証実験済。

一部実装 
アバタースポットの拡大 

AR コンテン

ツ開発・実

証・実装 

ARアプリの構築 
実証実験済。

一部実装 
- 

AR アプリによる案内機

能 

実証実験済。

一部実装 
- 

AR アプリによるエンタ

メ機能 

実証実験済。

一部実装 
利用者のニーズ調査 

大田区はねぴょん健康ポイントスポッ

トの設置 
実装済み - 

データを活

用したエリ

アマネジメ

ント 

人流データの可視化 実証実験済 

個人の属性との突合や分析方法の検

討。簡易的・継続的にデータ取得をす

るためのアプリケーション開発・利用

普及。 

データ活用によるエリマ

ネ施策 
検討中 - 

 

⑤ スマートヘルスケア 

取り組み内容 現状 課題 

大田区はね

ぴょん健康

ポイントと

の連携 

ポイントの設置 実装済み - 

イベントとの連携 実証実験済み - 

健康データ

の収集・活用

を通じた健

康改善サー

ビス展開 

サービス検討 検討中 - 

個人情報の取り扱い検討 検討中 - 

健康改善サービス 検討中 - 
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2.4 実装に向けたロードマップ 

2020年7月のまちびらきに合わせ、各分野での実証実験や実装を実施する。また、実証実験の結果

等を踏まえ、ロードマップを適宜更新する。 

   

実施項目
2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

マイルストーン

多様な主体の参画体制の構築

横展開

空間情報データ連携基盤
構築

3D K-Fieldの構築

3D K-FieldとDispatcherのAPI接
続

3D K-FieldとRoboticBaseのAPI接
続

スマート
モビリ
ティ

自動運転パー
ソナルモビリ
ティの実装

自動運転パーソナルモビリティの
導入

ロボット対応型エレベーターの導
入

エレベーターシステムと
RoboticBaseの接続

走行領域の拡大

自動運転バス
の拡張

大田区他地域展開（HICity⇔羽田
空港間の運行）

保安要員の削減

自動運転低速電動カートの実装

スマート
ロボティ
クス

ロボットの導
入

清掃ロボットの導入

警備ロボットの導入

物流ロボットの導入

配送ロボットの導入

ロボットと施
設の連携

会議予約システムと連携

ロボットの統
合管制

RoboticBaseの導入

RoboticBaseとEVシステムの接続

RoboticBaseによるロボット自動
制御

RoboticBaseと鹿島スマートBMの
接続

スマート
ツーリズ
ム

アバター拠点
機能

アバターロボット導入

アバタースポット整備

ARコンテンツ
開発・実証・
実装

ARアプリの構築

ARアプリによる案内機能

ARアプリによるエンタメ機能

大田区はねぴょん健康ポイントスポットの設置

データを活用
したエリアマ
ネジメント

人流データの可視化

データ活用によるエリマネ施策

スマート
ヘルスケ
ア

大田区はね
ぴょん健康ポ
イントとの連
携

ポイントの設置

イベントとの連携

健康データの
収集・活用を
通じた健康改
善サービス展
開

サービス検討

個人情報の取り扱い検討

健康改善サービス

■HICity内実装

■自動運転            実証

■HICity⇔羽田空
港の公道での保
安員無実証

■HICity⇔羽
田空港の公
道でのレベ
ル４実証

■縦移動実証

■API接続実装

■API接続実装

■実証 ■実装

■縦移動実装

■実装

■実装

■実証 ■実装

■検討 ■実証 ■実装

■実証 ■実装

■実証 ■実装 ■機能拡張

■実証

■実装

■観光実証

■大田区町工場エリアとの連携実証

■ARアプリ実証

■検討 ■機能実証

■実装

■実装

■      実証

■      実証

■実装

■実証 ■まちアプリによる実証 ■実装、データ種類拡張

■検討 ■実証 ■実装

■実装

■実装

■     実証 ■実装

■検討

■検討

■サービス実証 ■実装

■実装

■実証 ■実装

■構築

まちびらき グランドオープン

■       
■協議会外主体による実証実験

■検討
■区内課題の解決策公募

■実装

■区内横展開

■実証 ■実装検討

■自動運転            実装

■実装

■HICity内
保安員無実証

■HICity⇔羽
田空港の公
道でのレベ
ル４実装

■HICity⇔羽田空
港の公道での保
安員無実装
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2.5 取り組み体制 

大田区の持続可能な成長・発展に向けて、対象区域において大田区が抱える多様な課題解決に向け

た実証的取組が可能な事業実施体制の構築を図るため、「官＋民」が連携し、「羽田第１ゾーンスマ

ートシティ協議会」を設立した。スマートシティリファレンスアーキテクチャを踏まえ、協議会をス

マートシティの推進主体として位置付け、推進主体の機能として「全体会」「推進事務局」「ルール

部会」「ビジネス開発・運営部会」「都市OS運営部会」を設置することとする。 

協議会の運営にあたっては「全体会」を各種報告や重要事項の決定の場として全会員が参加してス

マートシティ推進の承認や意思決定を行う。 

「推進事務局」は委員長である羽田みらい開発及び副委員長である大田区、羽田みらい開発の代表

企業である鹿島建設及び事務局機能を担う日本総合研究所を中心に、全体会の運営やスマートシティ

実行計画等の計画検討及びモニタリングや情報発信等を行う。 

「ルール部会」においては、スマートシティサービス等の具体化を行うビジネス開発・運営部会に

おいてデータ等の取り扱い等のルールについて検討が必要となった際に、当該ルールに関係する会員

にてルールの検討や全体会へのルール承認依頼等を行う。 

「ビジネス開発・運営部会」では、本スマートシティにおいて特に取り組む４分野の分科会を設置

して、各分野でのスマートシティサービスの検討や開発の具体化、実証実験の検討・実施等を担う。 

「都市OS運営部会」においては、都市OS構築者である鹿島建設を中心として都市OSの整備及び運営

や機能拡張の検討・実装を担う。また、必要に応じてアセットの整備や情報の取り扱いに適した会員

が参加することを想定する。 

また、全体の事業推進にあたっては協議会内でクローズすることなく、エリアマネジメント委員会

や先端産業委員会との連携を図るとともに、スマート協議会外の区内企業やベンチャー企業などの実

証参画・協力の推進を可能とする体制の構築を目指す。 
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羽田第１ゾーンスマートシティ協議会（＝推進主体）

役割 メンバー

全体会
（スマートシティ全体統

括・戦略策定）

推進事務局
（組織運営・管理、マー
ケティング・周知広報）

ルール部会
（ルール策定・管理）

ビジネス開発・運営部会
（ビジネス開発・運営）

都市OS運営部会
（都市OS管理・運用、ア
セット及びデータ管理・
運用、セキュリティ）

報告（モニタリング、事業状況）

承認・決定（ルール、全体計画等に係る事項）

全体計画の検討

モニタリングの実施・とりまとめ

情報発信

全体会の運営

各種窓口

協議会規約の検討

スマートシティサービス利用規約の検討

データ取り扱いルールの検討

ビジネススキー
ムの検討・調
整・決定

事業状況の調査・報告

都市OSの運営・管理

アセット及びデータ管理・運用

セキュリティ

全会員

羽田みらい開発、大田区、鹿島建設、日本総合研究所

大田区、鹿島建設、日本総合研究所

鹿島建設、大田区

羽田みらい開発、鹿島建設、日本総合研究所、アバンアソシエイツ

鹿島建設

全会員

羽田みらい開発、鹿島建設、BOLDLY、WHILL、マクニカ、日本交通、三菱電機、
MONET Technologies

鹿島建設（     等    敷設・管理、3D K-Field構築、    構築、全体管理・運営）
TIS（RoboticBase構築、アプリ構築）
BOLDLY（Dispatcher構築）
NTTドコモ（５Gアセット敷設）
三井住友銀行（個人情報取扱等）
大田区（行政データ）

スマートモビリティ分科会

スマートロボティクス分科会

スマートツーリズム分科会

スマートヘルスケア分科会

羽田みらい開発、鹿島建設、 TIS、avatarin、SBSロジコム、アラコム、日本空港ビルデング、空港施設、
三菱電機、 鹿島建物総合管理、鹿島プロパティマネジメント、鹿島東京開発、ピットデザイン

鹿島建設、大田区、avatarin、ロイヤルゲート、ドコモ・バイクシェア、アバンアソシエイツ

大田区、他

分科会メンバー等適宜実施

各分科会リーダー

新技術開発・サービス提供者
（区内企業、ベンチャー企業等）

サービス利用者 エリアマネジメント委員会・先端産業創造委員会

参画・協力 サービス利用、イベント参加 連携
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2.6 持続可能な取組とするための方針 

2.6.1 利益確保の方針 

（１）利益確保方針の検討 

収入等の方針について、従来の賃貸事業におけるスキームをベースに検討を行った。 

本事業の取り組みを持続可能なものとするためには、初期投資費用を回収するための利益の確保を

最大化することが求められる。利益の増大は、既存ビジネスにおける①管理コストの低減と②収入の向

上を図ることで達成される。さらに利益を確保する際には既存ビジネスとは別の③新規ビジネスを立

ち上げによる収入の確保も手段として挙げられる。 

本事業では各取り組みについて①コスト削減、②収入向上、③新規ビジネスによる収入の確保のどの

効果が期待されるかに着目し、利益確保の方針を検討することとした。 

 

 
（２）利益確保の方針 

自動運転化やロボティクスの導入による人件費の削減等の既存コストを削減する（①管理コストの

削減）とともに、当該地区での取り組みをマネタイズ（②テナント収入の向上、③新規ビジネス収入の

確保）することにより持続可能なスマートシティの構築、維持管理、運営を実現する。 

 

① 管理コストの削減（受益者：施設所有者、技術管理者） 

スマートモビリティ、スマートロボティクス、スマートマネジメントの取り組みにおいては、運

営人員の自動運転モビリティ、ロボティクスによる代替により人件費の削減や、スマートビルマネ

ジメントシステムを活用した既存業務の効率化による管制の省力化及びエネルギー削減等、既存サ

ービスの運営に際して発生していたコストの削減を目指す。 

 

①管理コストの削減

②テナント収入の向上

③新規ビジネス収入の確保従来の賃貸事業スキーム

①

②

テナント

技術提供者

賃料

技術提供

施設所有者使用料

施設利用者

施設管理者

管理委託費

技術提供
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② テナント収入の向上 

・テストベッドの提供（受益者：施設所有者） 

本事業で構築するスマートシティを実証のフィールドとして貸し出すことによる収入が期待で

きる。 

・不動産価値向上（受益者：施設所有者） 

本事業でスマートシティを構築することにより羽田第1ゾーンの価値の向上を狙う。不動産価

値が向上することに伴いテナント収入の増加などの収入の確保が期待できる。 

 

③ 新規ビジネス収入の確保 

・スマートサービスの提供（受益者：施設所有者） 

スマートモビリティやスマートロボティクスを活用した新たなサービスの提供を行い、サービ

ス受益者からの料金収入の確保を目指す。 

・データ・解析ツール販売（受益者：施設所有者） 

本事業で活用する各種のデータや解析ツールの一部を有償で公開することにより、データやツ

ールの利用料収入の確保を目指す。 

 

  

テナント

技術提供者

賃料

技術提供

施設所有者使用料

施設利用者

施設管理者

管理委託費

技術提供

新技術による

価施設値向上

テストベット

利用料施設価値向上

テナント

技術提供者

賃料、
ツール
利用料

技術提供

施設所有者使用料

施設利用者

施設管理者

管理委託費

技術提供

解析ツール

提供

スマートサービス

利用料
スマート

サービス

提供
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2.6.2 資金計画 

空間情報データ連携基盤の構築や各取り組みで活用するモビリティ、ロボティクス等の機材や管制

システムの導入費用等の初期投資費用および、これらの維持管理・運用費用等のランニングコストを

以下に示す。本スマートシティの運営にあたっては、維持管理・運用費用を既存サービスより削減す

るとともに、9.(1)②記載のマネタイズ手法を活用して初期投資費用及びランニングコストの回収を

目指す。 

 

 

 

  

■資金計画 （百万円）

１Q ２Q ３Q ４Q

▲まちびらき

自動運転バス実装 50 15 15

自動運転低速電動カート実証 5

自動運転パーソナルモビリティ実証 10

清掃ロボット実証 10

アバターロボット実証 4

AI観光案内ロボット実証 1

アバターロボット実証 1

ウェアラブル端末等の導入実証 5

66 15 0 0 15 20

スマートシティモデル事業調査 20

実証等施設利用料（テストベット利用料） 10 5 5 30 30

0 10 5 25 30 30

※羽田みらい開発株式会社（代表企業）としての資金計画

■支出（百万円）

※記載の無い項目については、各実施企業（協議会構成員）による自主事業

■収入（百万円）

スマートモビリティ

スマートロボティクス

スマートヘルスケア

スマートツーリズム

計

計

2022

年度

2020年度

マイルストーン

2021

年度
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3．データ利活用における条件設定 

3.1  本事業で整備するデータプラットフォームに係る検討 

3.1.1 Society5.0におけるスマートシティ 

わが国では「Society5.0」の実現を目指し、先進的技術をまちづくりに活用することで、都市・地

域が抱える課題解決に資するスマートシティの実現に向けた取組を推進しており、「未来投資戦略

2018」においては、「先進的技術をまちづくりに取り入れたモデル都市の構築に向けた検討」を行う

ことが示されている。 

これまでのスマートシティ実現に向けた実証事業等では各省庁が所管分野を中心に実施していたこ

とにより、各事業の連携や分野間のデータ連携等について課題を有していた。そのため、関係本部・

省庁が連携し、政府のスマートシティに係る各事業の連携や分野間のデータ連携等を強力に推進する

ことが求められている。 

関係各省庁で構成されるSociety 5.0実現加速（スマートシティ）タスクフォースにおいて決定さ

れた『府省連携したスマートシティ関連事業の推進について』では、スマートシティのアーキテクチ

ャとして図3-1のイメージが掲げられている。 

都市OSとはスマートシティ実現のために、スマートシティを実現しようとする地域が共通的に活用

する機能が集約され、スマートシティで導入する様々な分野のサービスの導入を容易にさせることを

実現するITシステムの総称である。 

当該イメージにおいては、都市OSに内包される分野間データ連携基盤は各分野毎基盤と相互接続さ

れることに加えて、アセットと呼ばれるデータリソースやサービスと標準APIを経由して連携するこ

ととされており、分野間にまたがるデータ連携及び相互運用性が確保されている構成となっている。 

本調査業務では我が国が提唱するスマートシティのイメージを踏まえ大田区の課題解決に資する分

野間データ連携基盤を内包する都市OSの構築について検討を行った。 

 

Society5.0 におけるスマートシティアーキテクチャイメージ 
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3.1.2 データプラットフォーム整備方針の検討 

（１）基本的な考え方 

① スマートシティリファレンスアーキテクチャを踏まえる踏まえた検討 

データプラットフォームの検討に当たっては、都市 OSとしての要件を確実に満たすことが求め

られることから、スマートシティリファレンスアーキテクチャに示される条件等を十分に踏まえた

うえで検討を行う。特に、都市 OS間連携が可能なように留意することが重要となる。 

 

② コンセプトの実現を十分に踏まえた検討 

スマートシティリファレンスアーキテクチャに示されるように、都市 OSにも様々なタイプがあ

るが、本事業のコンセプトの実現の視点から都市 OSの機能を検討することで、必要十分な機能を

備えることを目指す。 

 

③ 導入する先進的技術に合わせた検討 

データプラットフォーム（都市 OS）は 2.で示した本事業に導入する先端技術と接続することが

必須となる。そのため、導入する先進的技術の内容や先進的技術と都市 OSの望ましい役割分担を

十分に踏まえ、都市 OSが担うべき機能を検討する。 

 

（２）スマートシティリファレンスアーキテクチャに係る検討 

① データプラットフォームに係る要件の整理 

本事業で整備するデータプラットフォームに係る要件について、『府省連携したスマートシティ関連

事業の推進について』において提唱されるスマートシティのアーキテクチャを構成する都市 OSの役割

をもとに検討を行った。 

スマートシティアーキテクチャにおいては、都市 OSは分野間データ連携基盤と共通機能群によって

構成されるものと整理されている。都市 OS全体、分野間データ連携基盤、共通機能群について、搭載

されるべき機能及び、整備にあたり検討すべき事項を下記のように整理した。 

 

 

都市 OS に搭載されるべき機能及び整備に際して検討すべき事項 

都市OS全体

分野間データ連携基盤
• データカタログ
• データポリシー
• 語彙・コード
等

共通機能群
• 最適化
• 可視化
• ビッグデータ解析
等

機能

概念図

検討すべき
事項

• アセットとのAPIを経由した連
携

• APIを経由したサービスの提供
• 都市OSとの相互接続

• 各分野毎基盤との相互接続
• 標準APIを経由したアセットや

サービス事業者へのデータの（相
互）提供

• 最適化、可視化、ビッグデータ解析
などの機能

• APIを経由したサービス事業者への
機能の提供。

• 誰が主体としてどの様なPFを
用意するか

• データレイクとしての妥当な容量
• 多様な主体が利用することを前提

とした格納するデータのフォー
マットやアルゴリズムの設定
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都市 OS 全体としてはオープンデータなどで構成されるアセット群と API を経由した連携、API を経

由したサービスの提供、そして他の都市 OSとの相互接続が供えられるべき機能として掲げられている。 

都市 OSを構成する分野間データ連携基盤の機能としては、各分野毎基盤との相互接続、標準 APIを

経由したアセットやサービス事業者へのデータの相互提供が掲げられている。 

共通機能群の機能としては、データの最適化、可視化、ビッグデータ解析などの機能を搭載すること

が掲げられている。 

上記の機能を有する都市 OS等をデータプラットフォーム基盤として本事業で整備する際には、その

整備主体や、分野間データ連携基盤の容量や格納されるデータフォーマット、共通機能群として搭載す

べきツールなどを検討する必要がある。 

 

② データプラットフォーム整備パターンの整理 

データプラットフォーム整備パターンとしては、協議会構成企業が保有する既存のデータプラット

フォームを都市 OS として活用するパターンと、新たにデータプラットフォームを都市 OS として整備

するパターンの大きく２種類に大別される。 

上記２パターンについて更にフローダウンを行うことにより、パターン①鹿島建設が整備するデー

タプラットフォームである K-Fieldを都市 OSとするパターン、②鹿島建設以外の協議会企業の保有す

るデータプラットフォームを都市 OSとするパターン、プラットフォーム提供事業者のサービスを活用

して協議会メンバーで構築するパターン、④プラットフォーム提供事業者を新たに協議会に加え、当該

事業者が協議会メンバーとして都市 OSを構築するパターン、の４パターンに整理した。 

 

各パターンによる整備に係るメリット・デメリットについて下表に整理した。 

コンソーシアム
参画企業の
既存PFを活用

鹿島建設の
PFを活用

Iaas/Paasを活用して
新たに都市OSを整備する

現在のコンソー
シアムメンバー
で整備する

Yes YesNo

No

No

パターン①
K-Fieldを都市OSとする

パターン②
コンソーシアム企業の保有
するデータPFを都市OSとす
る

パターン③
Azure（マイクロソフト
社）、AWS（Amazon）等
の提供するサービスを活用
してコンソーシアム内で都
市OSを整備

パターン④
PF整備のノウハウを有する
事業者（Iaas/Paas事業者
等）がコンソーシアムに参
画し、都市OSを整備

都市OS整備方針検討フローチャート
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都市 OS整備パターンのメリット・デメリットの整理 

 

パターン①及び②については既存のデータプラットフォームを都市 OSとして活用することから、新

たにデータプラットフォームを整備する必要がなく、パターン③及び④と比較して整備に係る初期投

資費用を軽減できることが期待できることから、パターン①及び②を基調として検討を進めることと

した。 

本事業で構築するデータプラットフォームでは複数種類の様々なデータを統合的に可視化や分析す

ることを可能とすることを目指すものであることから、様々なデータを連携させることが可能なデー

タ基盤を有することを条件として検討を行った。 

その結果、鹿島建設が保有する K-Field が、システム上に構築された BIM モデルをデータ連携基盤

として資機材や作業員の位置情報を紐づけ、分析や可視化を可能としていることから、本事業で整備を

目指すデータプラットフォームに求められる機能を満たすものとして、パターン①を整備方針とする

こととした。 

 

  

パターン パターン① パターン② パターン③ パターン④

概要
鹿島建設が保有する既存
PFであるK-Fieldを都市
OSとして活用

羽田第１ゾーンスマート
シティ協議会に参画する
鹿島建設以外の企業が保
有する既存PFを都市OS
として活用

コンソーシアムにて
Iaas/Paas事業者が提供
するサービスを活用して
新たにデータPFを都市
OSとして整備

データPF整備の技術を有
する事業者がコンソーシ
アムにIaas/Paas事業者
が参画のうえ新たにデー
タPFを都市OSとして整
備

メリット

• 新たにデータPFを確保
する必要がなく、整備
費用が安く収まること
が予想される。

• 新たにデータPFを確保
する必要がなく、整備
費用が安く収まること
が予想される。

• 本事業に適したデータ
PFの整備、解析機能の
拡充が可能となる。

• 本事業に最適なデータ
PFの整備、解析機能の
拡充が可能となる。

デメリット

• コンソーシアム参画企
業の保有するデータを
鹿島建設のデータPFに
提供することを了承さ
れるか。

• データ基盤としての容
量の確保、解析機能の
拡充に係る検討が必要

• 鹿島建設内のデータを
他社PFに提供すること
が可能か。

• データ基盤としての容
量の確保、解析機能の
拡充に係る検討が必要

• データPF整備に係る技
術が必要

• 汎用的なIaas/Paas
サービスでは解析機能
が限定的となり、デー
タ利活用方針に沿った
データ解析が実施でき
ない可能性がある。

• 技術保有事業者とパー
トナーシップを組める
か。

• オーダーメイドでの整
備となるためパターン
③と比較して整備費用
が割高になる可能性が
ある。
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（参考）データプラットフォームに活用可能な既存プラットフォーム（K-Field） 

建築現場はその進捗に従って屋内作業が中心となるため、モノの位置情報を得るために一般的に用

いられるGNSS（グローバル衛星測位システム）の活用は困難である。鹿島建設が開発したシステムで

あるK-Fieldでは、管理したい資機材の一つ一つに小型で安価な「ビーコン」を取り付け、現場内の

各層に必要数設置したゲートウェイ（受信機）との信号のやり取りにより、それぞれの位置を正確に

把握することを可能とする。把握した位置データは現場内に構築されたWi-Fiネットワーク網を通じ

てクラウド上に伝送され、現場全域にわたる資機材の位置を現場事務所などのPC画面で、K-Fieldに

構築された建設現場などの区域のBIM（ビルディング・インフォメーション・モデリング）モデル上

にリアルタイムに「見える化」される。 

また本システムでは、現場外のモノに対してGNSS発信器を取り付けることにより、工事関係車両の

運行状況などをリアルタイムにマップ上に表示することで、現場敷地外の位置把握にも活用すること

が可能となる。 

 

 

 

 

  

K-Fieldのイメージ 

 

K-Fieldにおける資機材の位置情報把 

K-Field の仕組み 

 

 

BIMモデル上での資機材等の位置情報見える 
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（３）コンセプトから想定される機能の方向性 

本事業のコンセプトにおいては、スマートシティの目指す姿として「テストベッドとしてのスマート

シティ」を掲げている。これより、データプラットフォームについては、都市の様々なデータを収集・

分析が可能な実証的取組に適したテストベッド環境を実現する機能を備えることが求められる。 

テストベッド環境に必要とされる要素は大きく以下の３つが想定される。 

・データ収集の容易性：容易にデータを収集するできることが望ましい 

・低コスト：実証実験に当たっては実施コストが抑制されることが望ましい 

・効果把握の容易性：実施した内容がどのような結果であったかを容易に把握できること 

 

【再掲】 

「持続可能都市おおた」の形成を支えるテストベッドとしてのスマートシティ 

✓ 都市の様々なデータを収集・分析が可能なデータ連携基盤を構築し、実証的取組に適した

テストベッドとしてのスマートシティを形成 

✓ 形成したテストベッドにおいて多様な実証的取組を展開し、大田区の課題解決に貢献 

 

 

区域の目標イメージ 

 

  

多様な主体が参画可能な
オープンな環境

新たなサービス・
ビジネスモデルを全国に展開

対象区域

大田区全域

持続可能な都市を構築するための諸課題

課題解決に向けた実証的取組・ビジネスの実施

テストベッドの形成

解決策
の示唆

課題の
提示

最先端都市・新ビジネスの
ショーケーシング

￥
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（４）先端的技術の導入を踏まえた機能の方向性 

本スマートシティにおいては、他分野に対して多様な先端的技術を導入するが、都市運営者の視点か

らは多様な技術を管理することが困難となる可能性がある。そのため、各技術の状況を一元的に把握可

能な環境を整えることが望ましい。特に、スマートモビリティ及びスマートロボティクス分野において

は、複数のモビリティやロボットを統合管制する Dispatcherと RoboticBase を導入するが、都市運営

を行うにあたり、各プラットフォームをそれぞれ確認することが非効率である。そのため、複数のプラ

ットフォームを容易に確認・操作が可能なように、一元的な管理環境の構築を目指すことが望ましい。 

 

（５）データプラットフォームに備える機能の検討 

コンセプトから想定される機能の方向性を踏まえると、必要機能は以下のように整理される。 

 

必要要素 必要機能 概要 

データ収集の容易性 ①データ収集・統合機能 対象地に配置された各種センサーからのデータ

を簡易に収集し、統合することが可能な機能 

効果把握の容易性 ②データ蓄積機能 実証実験により収集されたデータを蓄積する機

能 

③データ可視化機能 蓄積したデータを基に簡易に表示する機能 

④データ分析機能 蓄積したデータを分析する機能 

低コスト ⑤データ公開機能 テストベッド環境から得られた実証実験の結果

を容易に取り出すことが可能となることで、実

証実験コストを抑制。 

 

また、先端的技術の導入を踏まえた機能の方向性を踏まえると、必要機能は以下のように整理され

る。 

 

必要要素 機能 概要 

一元的な管理環境 ⑥プラットフォーム間連

携機能 

ロボット制御プラットフォームやモビリティ制

御プラットフォーム等とデータプラットフォー

ムがデータのやり取りや表示の統合等の連携が

できるように接続を可能とする機能 

 

以上より、データプラットフォームは①～⑥の機能を備えることが望ましいと考えられる。 
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3.1.3 空間情報データ連携基盤「3DK-Field」 

羽田第１ゾーンスマートシティ推進協議会が実施する開発事業である『羽田イノベーションシティ

（Haneda Innovation City:ＨＩＣｉｔｙ）』では、大田区の産業が抱える課題解決に資する先端的な解

決策を創出するためのテストベッドとなるスマートシティの構築を目指しており、多分野かつ多主体に

よって実施される実証的な取り組みを推進する事を目的とした分野間データ連携基盤の構築・活用を目

指す。 

当該開発事業がグリーンフィールド型のまちづくりであることから、スマートシティ創設にあたって

は対象地全体を対象に BIM モデルによって構築した空間情報データ基盤をベースとして、空間情報デー

タと対象地に関するデータとの連携を可能とするデータプラットフォームとして空間情報データ連携基

盤「3D K-Field」を構築し、大田区の抱える課題の解決に資する取り組みを実現するためのデータ利活用

を実施する。なお、3.1.2の検討を踏まえ、空間情報データ連携基盤「3D K-Field」が備える機能を具体

化する。 

   

Dispatcher[BOLDLY]

技術提供

     提供

RoboticBase[TIS] アプ リケーション

➢ データ分析
• 可視化
• 解析・将来予測

➢ 統合管制

➢ データ可視化
• 空間情報上への出力

➢ 蓄積データの一般公開

データ分析データ可視化

オープンデータ

一般ユーザー

データ利活用データ公開

一般ユーザー・民間事業者 等

空間情報データ連携基盤 ３D K-Filed

自動運転
バス

日本初の自動
運転バス実装。
構内循環
(2020)から公
道循環運行
(2022以降)

自動運転低
速電動カート

２F歩行者
デッキでの自
動走行による
棟間移動の
循環運行
サービス提供

自動運転
      
      

自動運転車
椅子による
          
       提
供。(EVとの縦連

動制御も目指す)
[ＷＨＩＬＬ]

スマートモビリティ

BOLDLY マクニカ WHILL

SPC SPC SPC
日本交通 日本交通 PM会社

健康     
     

区運用の「は
ねぴょん健康
     」を活
用し、健康管
理・運動促進
を図る。

スマート
ヘルスケア

大田区

大田区

大田区

自動清掃

エリア内共用
部や外構部
分の清掃自
動化に向け
た     導入

自動配送

物流    か
ら各居室まで
の構内物流
における   
     輸送
を自動化

スマートロボティクス

メーカ ー A社/メーカー

SPC/JAT A社/SPC

清掃会社 構内物流業者他

アバター
ロボット

警備業務の
最終退館確
認見回り代
替や空間情
報の更新に
導入

A社

SPC or A社

管理会社

スマート
ビルマネジメ

ント

建物運用デー
タやセンサーに
よる設備情報
を収集し、ＡＩに
よる建物維持
管理業務の効
率化を実現

鹿島建物総合管理

鹿島建物総合管理

鹿島建物総合管理

技術提供

運用管理

     提供

・位置情報
・稼働状況

・位置情報
・稼働状況

・位置情報
・稼働状況

・位置情報
・稼働状況

・位置情報
・稼働状況

・位置情報
・稼働状況

スマートBM

・BM情報

・人流情報
・属性情報

・天気情報
・災害情報

・人流情報
・公共交通
情報

・混雑情報
・天候情報
・災害情報

・人流情報
・公共交通
情報

・混雑情報
・天候情報
・災害情報

➢ ETL機能
• データ抽出、変換

➢ データハブ
• データ収集・統合

データ収集・統合

➢ データ蓄積
• BIM/CIMデータ
• 解析結果データ

データ蓄積

・位置情報
・稼働状況

・位置情報
・稼働状況

・人流情報
・属性情報

・BM情報

・管制指示 ・管制指示 ・管制指示 ・管制指示 ・管制指示・管制指示

専用アプリケーション

事業者

・ロボット
位置情報

・天気情報
・災害情報

・天気情報
・災害情報

・管制指示

アプリケーションアプリケーション

データ公開

・属性情報

AI観光
ロボット

AI観光案内ロ
ボットZUKKU
を導入し、観
光客のニー
ズ収集・分析
を実施。

スマートツーリズム

鹿島建物

鹿島建物

鹿島建物

エリアマネジ
メント

人流データの
取得によるエ
リアマネジメン
ト活動の効果
把握・改善

SPC

Ｓ Ｐ Ｃ

Ｓ Ｐ Ｃ

・人流情報
・イベント情報・属性情報

・天気情報
・災害情報

・属性情報 ・属性情報 ・人流情報

遠隔
観光体験

アバターを活
用した潜在
顧客の誘致
促進。ニーズ
分析・把握を
実施。

avatarin

avatarin

avatarin

・天気情報
・災害情報

・天気情報
・災害情報

・天気情報
・災害情報

・天気情報
・災害情報

・天気情報
・災害情報

アプ リケーション アプ リケーション アプ リケーション
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空間情報データ連携基盤 3D K-Fieldは、データ収集・統合機能、データ蓄積機能、データ可視化機

能、データ分析機能、データ公開機能の 5つの機能を搭載する。 

 

 

空間情報データ連携基盤上に構築された羽田第 1ゾーンスマートシティのイメージ 

 

空間情報データ連携基盤「3D K-Field」の構成図  
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（１）データ収集・統合機能 

データ利活用方策で活用するデータは各種プラットフォームに様々なデータ形式で分散されて格納

されている。本事業では空間情報データ連携基盤 3D K-Fieldをデータハブとして機能させることによ

り、分野ごとのプラットフォームに格納されているデータの抽出、データ形式の変換、3D K-Field上

のストレージへの書き出しによる一元的な集約を実現し、各事業者における円滑なデータ利活用を推

進する。 

     

データ収取・統合機能のイメージ 

 

（２）データ蓄積機能 

各サービスや分野別プラットフォームから取得した様々なデータや、空間情報（BIM モデル）、分析

機能によって分析・解析されたデータを一元的に格納する。 

 

（３）データ可視化機能 

各サービスや各プラットフォームから取得した様々なデータを一元的に空間情報（3D マップ）上に

表示する。各種取組で活用する自動運転車両やロボットや施設管理情報等を一元的に表示することで

統合的な監視を実現する。管制対象物を選択することで、当該対象物の制御システムにシームレスに移

行し円滑な管制を実施する 

 

 

空間情報データ連携基盤 3D K-Field による統合管制機能のイメージ 

API

API

APIAPI

API API

各事業者にて連携対象毎に
個別にAPIを構築する必要あり

データハブ

APIAPI

API

API

データハブを対象とするAPIを構築するだけで
複数事業者のデータを活用することが可能
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空間情報データ連携基盤 3D K-Fieldでのデータ可視化イメージ 

 

（４）データ分析機能 

空間情報データ連携基盤 3D K-Field上の空間情報（3Dマップ）と紐づけて各種データの可視化や将

来予測などの解析を実施する。 

  

 

空間情報と紐づけたデータ分析のイメージ 

（上左：人流データの可視化、上右：ヒートマップの作成、下：滞留分析） 

 

（５）データ公開機能 

空間情報データ連携基盤 3D K-Field 上に蓄積されたデー

タや、連携している分野別プラットフォームやアプリケーシ

ョンから取得されるデータは、共通 APIで一般ユーザーやベ

ンチャー企業をはじめとした民間事業者に対してリアルタイ

ムで公開し、データ利活用機会の創出に貢献する。 

 

 

３D K-Field

一般ユーザー

企業

工場 店舗

共通API

データ公開イメージ 
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データ公開機能のイメージ 

 

 

（６）分野別プラットフォーム等との連携 

本事業では複数種類の自動運転車両やロボットを同時に活用するため、これらの管制を円滑にリア

ルタイムに実施することが必要となることから、自動運転車両専用管制システム Dispatcher、ロボッ

ト管制システム RoboticBase、ビルマネジメントシステム鹿島スマート BM を活用することにより、自

動運転車両やロボットの効率的かつ安定した同時並行かつリアルタイムによる管制を実現する。 

さらに、各種取組ごとに活用する分野別データプラットフォームと空間情報データ連携基盤 3D K-

Fieldを連携させ、3D K-Field上で一元的にデータを収集・表示し、効率的な運夜を可能とする。 

 

① Dispatcher 

本事業では BOLDLYが開発した Dispatcher を活用することにより、自動運転バスと自動運転低速電

動カートのリアルタイム管制を実施する。 

Dispatcherの専用画面より、遠隔監視を行っている走行中の自動運転バスの状況を確認すること

が可能となる。カメラによる車内外の状況の確認のみならず、停車、発車等の操作も遠隔で行う機能

を有する。 
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Dispatcher の機能 

 

 

Dispatcher の専用画面 
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② RoboticBase 

本事業では TIS が開発した RoboticBase を活用することにより、自動車椅子、自動清掃ロボット、

自動配送ロボット、アバターロボットの複数ロボットのリアルタイム管制を実施する。また鹿島スマ

ート BM とも連携し、地区内のビル情報を踏まえたより効率的なロボットによるビルマネジメントの

達成も目指す。 

 

 

 

RoboticBase の機能のイメージ 

 

“人”と“サービスロボット”が役割分担して社会を創造（イメージ）
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RoboticBase を活用したビルマネジメント業務実施のイメージ 

 

③ 鹿島スマート BM 

本事業では鹿島建設が開発した鹿島スマート BM を活用することにより、設備運転データの見える

化による状況把握、設備運転の最適化による省エネルギー化を目指す。 

鹿島スマート BM ではビルマネジメントに係るデータについて IoT 技術を活用して取得・クラウド

上に蓄積を行うとともに、AIを活用した分析により、状況把握、省エネ、改善提案、早期復旧、安心

度向上等の付加価値を創出する。 

 

鹿島スマート BMの提供価値 

 

  

映像解析

RoboticBase

ゴミ・汚れ検知
↓

清掃ロボットへ指示

不審者検知
↓

警備ロボットへ指示
警備員へ通知

オープンデータ
（天気・交通・
地震情報など）

緊急地震速報

ロボット緊急停止
避難経路案内

ロボット業務設定
・清掃ロボットでフロアを掃除
・ドローンで床面を確認
・警備ロボットで巡回点検
・レポート発行

イベント設定
・電池残量20%以下で
ステーションへ

・雨天時は吸水型清掃ロボットで清掃
・セール時は人流データからルート設定

デバイス管理
・ロボットステータス
位置情報

・センサー設置箇所、個数

データ可視化
・ロボット稼働履歴
・センサー時系列データ

各種ロボットを
組合わせた業務設定

ロボットが持たない機能を
RoboticBaseで補完

各種条件を設定し
柔軟な業務対応

各種データと連携し
より効率的な業務対応

デバイス情報を一括管理

RoboticBaseはサービスロボットが活躍できる環境を実現します
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鹿島スマート BM は、既存の中央監視・BEMS データや後付のセンサデータ、建物運用データを

インプット情報として AIを活用した分析を行う。分析結果となるアウトプットとして、中央監視

装置の遠隔操作や、建物管理分析ダッシュボードによる見えるか、機器の異常検知等の付加価値

を提供する。 

 

鹿島スマート BMの構成全体像 

 

鹿島スマート BM データ活用・分析機能 
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3.2 先進的技術導入に向けた取り組みにおけるデータ利活用方針 

（１）データ利活用方針 

「2.5 先進的技術導入に向けた取り組み内容」においてとりまとめた各取り組みについて、その実現

に資するデータ利活用方針について検討を行った。 

 

① スマートモビリティ 

スマートモビリティ分野におけるデータ利活用のイメージ、スマートモビリティ分野取り組みを推

進するために活用するデータの種別、概要、3D K-Fieldへの取得方法、データ保有者、スマートモビ

リティ分野におけるデータ利用方針を下図表に示す。 

 

 

  

自動運転バス 自動運転低速電動カート 自動運転            

空間情報データ連携基盤 ３D K-Filed

Dispatcher[BOLDLY] RoboticBase[TIS]

オープンデータ 一般ユーザー・民間事業者 等

スマートモビリティ

・位置情報
・稼働状況

・人流情報
・公共交通情報
・混雑情報

・位置情報
・稼働状況

・管制指示
・位置情報
・稼働状況 ・管制指示

・位置情報
・稼働状況 ・管制指示

・位置情報
・稼働状況

・人流情報
・公共交通情報
・混雑情報

・人流情報
・公共交通情報
・混雑情報

・位置情報
・稼働状況

・人流情報
・公共交通情報
・混雑情報

・天候情報
・災害情報
・空間情報

・人流情報
・公共交通情報
・混雑情報

・天候情報
・災害情報
・空間情報

・天候情報
・災害情報
・空間情報

・天候情報
・災害情報
・空間情報
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スマートモビリティ分野で活用するデータリスト 

データ種別 概要 3D K-Fieldへの取得方法 データ保有者 

空間情報 BIMデータ 本区域の空間情報データ 3D K-Field上に構築 鹿島建設 

人流情報 
本区域における人流デー

タ 

当該地区に設置されたビ

ーコン端末と専用のアプ

リケーションより取得 

鹿島建設 

自動運転 

バス 

位置情報 自動運転バスの位置情報 

スマートモビリティ管制

システム Dispather を経

由して取得 

サービス 

事業者 

稼働状況 
自動運転バスのステータ

スを示す情報 

走行ルート 
自動運転バスの回遊ルー

ト 

自動運転低

速電動カー

ト  

位置情報 
自動運転低速電動カート

の位置情報 

サービス 

事業者 
稼働状況 

自動運転低速電動カート

のステータスを示す情報 

走行ルート 
自動運転低速電動カート

の回遊ルート 

自動運転パ

ーソナル 

モビリティ 

位置情報 
自動運転車椅子の位置情

報 
スマートロボット管制シ

ステム RoboticBase を経

由して取得 

サービス 

事業者 
稼働状況 

自動運転車椅子のステー

タスを示す情報 

走行ルート 
自動運転車椅子の走行ル

ートを示す情報 

オープン 

データ 

公共交通情

報 

周辺公共交通、航空機の運

行状況に係る情報 

スマートロボット管制シ

ステム RoboticBase を経

由して取得 

各種オープ

ンデータ保

有者 

混雑情報 周辺道路などの混雑情報 

天候情報 
本区域及び周辺区画にお

ける天候データ 

災害情報 
本区域及び周辺区画にお

ける災害データ 
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スマートモビリティ分野におけるデータ利活用方策 

取り組み内容 データ利活用方針 

〇自動運転バス導入・運用 

BOLDLY「ARMA」を導入、羽田空港・対象

区域間の公道運行による区域のアクセ

ス性向上及び効率的な運営を目指す。 

• 自動運転バスの位置情報・稼働情報と人流情報、空間情報、

オープンデータ情報（公共交通情報、混雑情報、天候情報、

災害情報）を集約・統合的に分析することで、需要予測等

の分析結果に基づく効率的な運行管制を実施する。 

〇自動運転低速電動カートの導入・運用 

２階歩行者デッキ＝歩車混在空間での

実装を実現することで、木造密集地等で

の交通弱者支援としての有効性を実証

する。 

• 自動運転低速電動カートの位置情報・稼働情報と人流情

報、空間情報、オープンデータ情報（公共交通情報、混雑

情報、天候情報、災害情報）を集約・統合的に分析するこ

とで、需要予測等の分析結果に基づく効率的な運行管制を

実施する。 

〇自動運転パーソナルモビリティの導

入・運用 

自動運転パーソナルモビリティ「WHILL」

の導入により、身体障碍者含めた多種多

様な来訪者が不自由なく快適に過ごせ

ることを目指す。 

• 自動運転パーソナルモビリティの位置情報や稼働情報を

3D K-Field における空間情報上に統合・可視化すること

で、効率的な車両の運行管制を実施する。 

• エレベータ運行情報を活用し、エレベータと連動した自動

運転パーソナルモビリティの縦方向の移動を実現する。 

〇Dispatcherによる統合管制 

複数自動運転モビリティの統合管制が

可能なプラットフォーム「Dispatcher」

を導入し、モビリティの運行業務を効率

化。 

• Dispatcher に複数のモビリティの位置情報や稼働情報、

人流情報、空間情報、オープンデータ情報を集約・統合す

ることで効率的な複数種類の車両の統合運行管制を実施

する。 

• 将来的には 3D K-Field上の羽田第１ゾーンの BIMデータ

をもとにスマートモビリティの走行ルート作成などに活

用する。 
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② スマートロボティクス 

スマートロボティクス分野におけるデータ利活用のイメージ、スマートモビリティ分野取り組みを

推進するために活用するデータの種別、概要、3D K-Fieldへの取得方法、データ保有者、スマートロ

ボティクス分野におけるデータ利用方針を下図表に示す。 

 

 

  

 

  

RoboticBase[TIS]

・位置情報
・稼働状況

・人流情報
・公共交通情報
・混雑情報
・天候情報

・位置情報
・稼働状況

・管制指示
・位置情報
・稼働状況

・管制指示 ・位置情報
・稼働状況

・管制指示

自動清掃 自動配送

スマートロボティクス

アバターロボット

空間情報データ連携基盤 ３D K-Filed

オープンデータ 一般ユーザー・民間事業者 等

・人流情報
・公共交通情報
・混雑情報

・位置情報
・稼働状況

鹿島スマートBM

・BM情報

              

・BM情報

・ロボット
運行情報
・災害情報

・ロボット
運行情報
・災害情報

・人流情報
・公共交通情報
・混雑情報

・天候情報
・災害情報
・空間情報

・災害情報
・空間情報
・ビルマネジメント情報

・天候情報
・災害情報
・空間情報
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スマートロボティクスに活用するデータリスト 

データ種別 概要 3D K-Fieldへの取得方法 データ保有者 

空間情報 BIMデータ 本区域の空間情報データ 3D K-Field上に構築 鹿島建設 

人流情報 本区域における人流デー

タ 

当該地区に設置されたビ

ーコン端末と専用のアプ

リケーションより取得 

鹿島建設 

BM 情報 設備運行情

報 

ビル内の設備（エレベー

ター等）の運行情報 

鹿島スマート BMやエレベ

ータ管制システムより取

得 

鹿島建設 

エレベータ

運行会社 

清掃ロボッ

ト 

位置情報 清掃ロボットの位置情報 スマートロボット管制シ

ステム RoboticBaseを経

由して取得 

サービス 

事業者 稼働状況 清掃ロボットのステータ

スを示す情報 

走行ルート 清掃ロボットの回遊ルー

ト 

自動配送 

ロボット 

位置情報 自動配送ロボットの位置

情報 

サービス 

事業者 

稼働状況 自動配送ロボットのステ

ータスを示す情報 

走行ルート 自動配送ロボットの回遊

ルート 

アバター 

ロボット 

位置情報 アバターロボットの位置

情報 

サービス 

事業者 

稼働状況 アバターロボットのステ

ータスを示す情報 

走行ルート アバターロボットの回遊

ルートを示す情報 

オープン 

データ 

公共交通情

報 

周辺公共交通、航空機の

運行状況に係る情報 

各種オープンデータ PFよ

り取得 

各種オープ

ンデータ保

有者 

 

混雑情報 周辺道路などの混雑情報 

天候情報 羽田第 1ゾーン及び周辺

区画における天候データ 

災害情報 羽田第 1ゾーン及び周辺

区画における災害データ 
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スマートロボティクス分野におけるデータ活用方針 

取り組み内容 データ利活用方針 

〇自動清掃ロボットの導入・運用 

自動清掃ロボットを建物及び周辺の清掃

業務に活用する。 

• 自動清掃ロボットの位置情報や稼働情報を 3D K-Field

における空間情報上に集約・分析することで、効率的な

ロボティクスの管制を実施する。 

〇自動配送ロボットの導入・運用 

物流センター～テナント各居室までの構

内ラストワンマイル自動配送により、人手

不足解消や配送業務効率化を実現。 

• 自動配送ロボットの位置情報や稼働情報を 3D K-Field

における空間情報上に集約・分析することで、効率的な

車両の運行管制を実施する。 

〇アバターロボットの導入・運用 

遠隔操作や自動運転が可能なロボットで、

運搬ロボット先導や警備業務を行う。 

• 自動運転パーソナルモビリティの位置情報や稼働情報

を 3D K-Fieldにおける空間情報上に集約・分析するこ

とで、効率的な車両の運行管制を実施する。 

〇Roboticsbaseによる統合管制 

複数自動運転モビリティの統合管制が可

能なプラットフォーム「Dispatcher」を導

入し、モビリティの運行業務を効率化。 

• RoboticBaseに複数種類のロボティクスの位置情報・稼

働情報と、人流情報、空間情報、オープンデータ情報（公

共交通情報、混雑情報、天候情報、災害情報等）を集約・

統合することで効率的なロボティクス統合管制を実施。 

• エレベータ運行状況、鹿島スマート BM で収集するビル

マネジメント情報を活用することにより、ロボティクス

の縦移動とビルマネジメント業務の自動化を実現する。 

〇鹿島スマート BMの導入・運用 

施設維持管理業務に、「鹿島スマートBM」

を導入し、建物に関する様々なデータを収

集・分析することで、効率的なビルマネジ

メントによるランニングコストの削減、機

器の異常や故障の早期把握などを実現す

る。 

• 空調や照明などの稼働状況、温度や照度などの室内環

境、エネルギー消費量などの建物に関するデータを IoT

技術により収集、AI技術により分析し、ランニングコス

ト削減に資する設備の最適なエネルギー管制等を実施。 
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③ スマートツーリズム 

スマートツーリズム分野におけるデータ利活用のイメージ、スマートツーリズム分野取り組みを推

進するために活用するデータの種別、概要、3D K-Fieldへの取得方法、データ保有者、スマートツー

リズム分野におけるデータ利用方針を下図表に示す。 

 

スマートツーリズムに活用するデータリスト 

データ種別 概要 3D K-Fieldへの取得方法 データ保有者 

空間情報 BIMデータ 本区域の空間情報データ 3D K-Field上に構築 鹿島建設 

AI 観光 

ロボット 

位置情報 観光ロボットの位置情報 

AI 観光ロボットアプリケ

ーションを経由して取得 

鹿島建物管

理 
稼働状況 

観光ロボットのステータ

スを示す情報 

属性情報 ユーザーニーズ等の情報 

アバター 

ロボット 

位置情報 
アバターロボットの位置

情報 アバターロボットアプリ

ケーションを経由して取

得 

AVATARIN 
稼働状況 

アバターロボットのステ

ータスを示す情報 

属性情報 ユーザーニーズ等の情報 

エリア情報 人流情報 羽田第 1 ゾーンにおける

人流データ 

当該地区に設置されたビ

ーコン端末と専用のアプ

リケーションより取得 

鹿島建設 

イベント情

報 

羽田第 1 ゾーンで開催さ

れるイベントに関する情

報 

イベント運営事業者より

取得 

イベント運

営事業者 

アプリケーション

・天気情報
・災害情報

・属性情報

アプリケーション

・天気情報
・災害情報

・天気情報
・災害情報

・天気情報
・災害情報

・天気情報
・災害情報

・天気情報
・災害情報

・属性情報

AI観光ロボット

スマートツーリズム

遠隔観光体験

・属性情報・属性情報

・属性情報

空間情報データ連携基盤 ３D K-Filed

オープンデータ 一般ユーザー・民間事業者 等

・人流情報
・イベント情報

アプリケーション

エリアマネジメント

・天気情報
・災害情報

・天気情報
・災害情報

・人流情報
・イベント情報
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オープン 

データ 

天候情報 
羽田第 1 ゾーン及び周辺

区画における天候データ 各種オープンデータ PF よ

り取得 

各種オープ

ンデータ保

有者 災害情報 
羽田第 1ゾーン及び周辺

区画における災害データ 

 

スマートツーリズム分野におけるデータ利活用方針 

取り組み内容 データ利活用方針 

〇AI観光案内ロボットの導入・運用 

観光案内ロボット「ZUKKU」を導入し、情

報発信、3D K-Fieldと連携した案内を実

施。 

• 観光客のニーズや属性データ（性別、年齢等）を収集・

分析し、ユーザーごとに最適な観光情報の提供を実施。 

• 3D K-Field における空間情報と連携した詳細案内を実

施。 

〇アバターロボットの導入・運用 

アバターによる、潜在観光客誘致。アバタ

ーを介した大田区町工場の技術見学によ

る、地域産業活性化、新産業創出。 

• アバターロボットより取得したユーザーのニーズや属

性データを分析し、潜在感顧客の誘致を促進する体験を

提供する。 

〇AR技術の展開 

3D K-Field を活用した AR コンテンツを

導入し、区域の新たなエンターテイメン

トを創出し来街者の増加を目指す。 

• 3D K-Fieldに格納されている空間情報を活用して AR技

術を活用したコンテンツを開発。 

〇人流情報取得センサーの導入・運用 

エリアマネジメント活動で実施されるイ

ベント（フォーラム等）の来訪者数や来場

者の人流情報を把握し、エリアマネジメ

ント施策の効果把握と最適な施策立案に

活用。 

• 区域内の施設に設置したビーコンやレーザーカウンタ

ーから取得した人流情報を、3D K-Fieldに格納されてい

る空間情報上に統合、見える化することでエリアマネジ

メント施策立案に資する分析を実施する。 
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④ スマートヘルスケア 

スマートヘルスケア分野取り組みを推進するために活用するデータの種別、概要、3D K-Fieldへの

取得方法、データ保有者、スマートヘルスケア分野におけるデータ利用方針を下表に示す。 

 

スマートヘルスケアに活用するデータリスト 

データ種別 概要 3D K-Fieldへの取得方法 データ保有者 

ヘルスケア 

アプリケー

ションユー

ザー情報 

人流情報 本区域におけるアプリユ

ーザーの人流データ 

アプリケーションより取

得 

大田区 

属性情報 本区域におけるアプリユ

ーザーの属性情報 

アプリケーションよりア

ンケートなどで取得 

大田区 

オープン 

データ 

天候情報 本区域及び周辺区画にお

ける天候データ 

各種オープンデータPFよ

り取得 

各種オープン

データ保有者 

災害情報 本区域及び周辺区画にお

ける災害データ 

 

 

スマートヘルスケア分野におけるデータ利活用方針 

取り組み内容 データ利活用方針 

〇健康改善サービスの展開 

各種生体情報(血圧、体温、心拍数等)をも

とに、個人別の健康状態に応じた最適な

ウォーキングルートを提供。 

• ウェアラブル端末より取得したユーザーの各種生体情

報（血圧、体温、心拍数等）の情報と、3D K-Fieldに格

納されている空間情報データを活用することにより個

人別の健康状態に応じた最適なウォーキングルートを

策定する。 
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（２） データ連携基盤活用方針 

●データ利活用サイクルによるサービスの高度化 

データ連携基盤を活用することにより個々の取組では収集できない各種データを統合・表示す

ることで、他の取組でも活用可能とし、既存サービスの高度化を達成する。サービス提供事業者と

空間情報データ連携基盤間のデータ循環サイクルを構築することにより、持続的なサービス向上

を目指す。 

 
 

●データ公開による新たな利活用方策創出の促進 

当該地区に関連するデータを、共通 API を経由して一般ユーザーやベンチャー企業等を含む事

業者に公開し、データ利活用の機会をより多くの人に提供することで、当該地区のにぎわいや新

規ビジネス創出などの産業交流を促進する。 

データ利活用機会の提供に際してはハッカソンやデータコンテスト等の開催により、一般ユー

ザーやベンチャー企業等による新たなデータ利活用方策の検討やアプリケーションの開発を推進

する。 

また、一般ユーザーやベンチャー企業などの保有するデータや新たに開発を行ったアプリケー

ションがまちにフィードバックされることで、データ利活用機会創出のサイクルが推進されるこ

とが期待される。 

 

 

空間情報データ連携基盤

効率アップ

自動運転バス

• バス位置情報
• 走行ルート情報
• 乗客情報

• イベント開催情
報

• 公共交通情報
• 人流情報
• 混雑情報
• 天気情報
• 災害情報 …etc

自動運転バス運行事業者

３D K-Field

一般ユーザー

企業

工場 店舗

共通API

・新たなデータ利活用方策の検討
・新たなアプリケーションの開発
の促進



81 

●実証機会の提供による新規ビジネス等創出の推進 

3D K-Field上のデータ公開により創出された新たなデータ利活用方策やアプリケーションの実

証の場としてテストベッドである羽田第 1 ゾーンの活用機会を提供することで、実装化・事業化

を推進する。区域において、新たな事業創造を目指して活動している先端産業創造委員会と連携

し、データ活用や空間情報データ連携基盤の活用をテーマとしたスタートアップ支援イベント等

を実施することで、新規ビジネスの創出を目指す。 

 

  

３D K-Field

一般ユーザー

企業

工場 店舗

・新たなデータ利活用方策
・新たなアプリケーション

開発・検討

成果還元

実証
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3.3 今後の空間情報データ連携基盤「3D K-Field」整備方針検討 

3.3.1 既存データプラットフォームとの連携 

『府省連携したスマートシティ関連事業の推進について』中のスマートシティのアーキテクチャで

は、分野間データ連携基盤は分野毎基盤のみならず、政府・自治体等が保有する行政データや地域に

係るエリアデータ、民間企業の保有データ、個人データ等を取り扱うデータPFとの連携する事が提唱

されている。 

本項目では『府省連携したスマートシティ関連事業の推進について』に示されるアセットとして想

定される既存データプラットフォームについて取り扱うデータの種類やその概要について調査した。

既存データプラットフォームの一覧について表3-1に示す。 

 

LN PF等名称 所管 分野 有償・無償 概要 

1 東京都デー

タカタログ 

東京都 各種 

データ 

無償 東京都及び都内各自治体が提供するオープ

ンデータを検索・ダウンロードできるカタロ

グサイト。 

2 政府データ

カタログサ

イト  

内閣官房

IT 総合戦

略本部 

各種 

データ 

無償 二次利用が可能な公共データの案内・横断的

検索を目的としたオープンデータの「データ

カタログサイト」 

3 政府統計の

総 合 窓 口

(e-Stat) 

総務省 各種 

データ 

無償 日本の統計が閲覧できる政府統計ポータル

サイト 

開発者向けに統計データを機械判読可能な

形式で取得できる API 機能の提供も実施 

4 RESAS 内閣府の

まち・ひ

と・しごと

創生本部 

各種 

データ 

無償 地方創生の様々な取り組みを情報面から支

援するために、経済産業省と内閣官房（まち・

ひと・しごと創生本部事務局）が提供。  

自治体職員の方や、地域の活性化に関心を持

つ様々な分野の方によって、効果的な施策の

立案・実行・検証のためなどに広く利用され

ている。  

5 G 空間情報

センター 

G空間情報

センター 

各種 

デ ー タ

(地理空

間情報) 

有償/無償 産官学の様々な機関が保有する地理空間情

報を円滑に流通し、社会的な価値を生み出す

ことを支援する機関 

6 社会資本情

報プラット

フォーム 

国土交通

省 

各種 

デ ー タ

(社会イ

ンフラ) 

無償 国民の共有財産である社会インフラの情報

について、分野横断的に把握・分析すること

ができるプラットフォーム 
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LN PF等名称 所管 分野 有償・無償 概要 

7 Tellus 経済産業

省 

さくらイ

ンターネ

ット 

各種 

データ 

有償・無償 さくらインターネット株式会社が経済産業

省より受託運用する、クラウド上で衛星デー

タの分析ができる日本初の日本初のオープ

ン&フリーな衛星データプラットフォーム。 

実証期間の 2020年度以降は民営化の予定。 

8 気象データ

高度利用ポ

ータルサイ

ト 

気象庁 気象 無償 気象庁防災情報 XMLフォーマット形式電文の

提供 

気象庁のアメダスで観測した気象観測デー

タを機械判読に適したデータ形式（CSV形式）

で提供 

１か月予報の基となる過去の気温予測デー

タの CSVファイル形式での提供 

9 お天気デー

タサイエン

ス 

日本気象

株式会社 

気象 有償 国内最多の約 200 種類の気象データを、Web

上の管理画面から簡単な操作で受信設定。 

データは加工や分析をしやすい形式で、誰で

も欲しいデータを必要なタイミングですぐ

に利用開始することが可能。 

10 ハレックス ハレック

ス 

気象 有償 気象庁などから提供される気象データをも

とに、気象情報を企業や自治体などに提供。 

地域特性を反映した１ｋｍメッシュでかつ

高頻度更新の予報・実況サービスを提供 

11 公共交通オ

ープンデー

タセンター

（構築中） 

公共交通

オープン

データ協

議会 

交通 無償 公共交通オープンデータ協議会（以下、ODPT）

が運営を行う、鉄道、バス、航空などのさま

ざまな交通機関のデータをワンストップで

提供するセンター 

時刻表、位置情報、運行情報、リアルタイム

発着情報等の情報を提供 

12 健康・医療

情報データ

プラットフ

ォーム（開

発中） 

東京大学 

ソフトバ

ンク 

医療 ― 健康・医療情報の利活用を促進するデータプ

ラットフォームの構築及び、そのプラットフ

ォームを活用する AI ソリューション開発に

関する共同研究ならびに成果の社会実装方

法の検討を東京大学とソフトバンクにて実

施。 

13 ヘルスケア

サービスプ

ラットフォ

ーム 

株式会社

SRA 

医 療 ヘ

ル ス ケ

ア 

有償 スマートフォンやウェアラブル端末より取

得したヘルスケアデータやライフログを提

供するオープンプラットフォーム 

ヘルスケアソフトウェア開発キットも提供
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LN PF等名称 所管 分野 有償・無償 概要 

されており、自社アプリの開発が可能 

14 観光予報プ

ラットフォ

ーム 

観光予報

プラット

フォーム

推進協議

会 

観光 無償 

一部有償 

旅行会社等が提供する宿泊予約・実績データ

の約 1億泊から、国内外宿泊者の動向・属性

の把握分析、６ヶ月先の宿泊予測の把握 

宿泊者の居住国、居住都道府県、年齢層、宿

泊単価、滞在日数、参加形態、食事条件、宿

泊先の把握・分析、国内外の観光客に有効な

約 58万件の観光地、免税店、病院、Wi-Fi、

ATM等 

オープンデータが市区町村ごとに多言語（英

語・韓国語・中文簡体字・中文繁体字）にて

利用可能 

15 手ぶら観光

カウンター

情報オープ

ンデータ 

国土交通

省 

観光 無償 2020年東京オリンピック・パラリンピックを

見据え、訪日外国人旅行者が日本の宅配運送

サービスを利用し、手ぶらで観光できる環境

を定着させるための検討 

手ぶら観光カウンター情報を民間事業者等

がコンテンツとして広く活用できるよう、オ

ープンデータとして公開。 

16 パブリック

タグ情報共

有プラット

フォーム 

国土地理

院 

観光 無償 スマートフォンなどで情報が取得可能な Wi-

Fiや BLEマーカなどのデバイスのうち、取り

付けられている場所を特定するための情報

が所定の形式で登録されたデータベース 

17 歩行移動支

援サービス

に関するデ

ータサイト 

国土交通

省 

バ リ ア

フリー 

無償 歩行者移動支援サービスに資する各種デー

タを掲載 

「施設に関するデータ」：バリアフリー情報

等施設の設備や利用情報等 

「移動に関するデータ」：現存する歩行空間

ネットワークデータ 

「その他のデータ」：無料公衆無線ＬＡＮス

ポット等の場所に関するデータ 
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3.3.2 スマートシティリファレンスアーキテクチャの参照 

内閣府は「戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）第２期／ビッグデータ・AIを活用した 

サイバー空間基盤技術のアーキテクチャ構築ならびに実証研究事業」の成果として、スマートシティ

の推進に必要な構成要素、基礎プラットフォームとなる都市オペレーティングシステム（以下、都市

OS）の定義、都市OSにおいて必要最低限のデータや認証などのやり取りルールとなるAPIを定めた

「スマートシティリファレンスアーキテクチャホワイトペーパー」が2020年3月18日に公表された。 

ホワイトペーパーではスマートシティの構成要素として定義すべき事項やアーキテクチャ全体像が

示されている。 

 

スマートシティリファレンスアーキテクチャで定義すべき事項 

 

 

スマートシティリファレンスアーキテクチャの概念図 
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また日本のスマートシティの実現に向けた課題として、①サービスの再利用・横展開、②分野間デ

ータ利活用、③拡張性の低さ、の三つがある。①サービスの再利用・横展開において、従来は分野や

組織ごとに個別特化したシステムとなっており、そのため他地域への再利用や横展開が困難であると

いう課題がある。②分野間データ利活用において、従来のサービスは分野や組織ごとにデータが独立

しているため、分野間を横断した新サービスの構築が困難という課題がある。③拡張性の低さにおい

て、従来の個別特化したシステムでは、機能拡張によるコストや労力が大きくなり、継続的かつ容易

にサービスを進化できないという課題がある。これらの日本のスマートシティの実現に向けた課題へ

の対策として、①相互運用（つながる）、②データ流通（ながれる）、③拡張容易（つづけられる）

を都市OS の特徴として設計することが求められている。 

 

 

日本のスマートシティの実現課題と課題解決に資する都市 OSの特徴の対応関係 

 

各地域のITシステムを都市OSとして整備していない場合、各地域のITシステムが独立に構築・運用

されることにより、他のITシステム間とのデータやサービスの連携や流通が困難となることや、部品

の共通化がなされないことから個々のスマートシティの構築に際してはコストがかかることや、成果

の横展開が困難であることが課題となる。一方で、各地域のITシステムを都市OSとして場合、各都市

共通で実装されるシステムの下で自由なサービスやデータの連携・流通が可能となる。 
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都市 OS導入によるスマートシティ構築効率化のイメージ 

 

来年度以降の空間情報データ連携基盤3D K-Fieldの構築に際しては当該ホワイトペーパーを参照し

ながら、都市OSとして求められる機能要件を拡充していくことが望ましいものと考えらえる。 
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4．モデル事業としての横展開 

4.1 対象区域外への実証取り組み結果横展開の方針 

（１）大田区への横展開 

対象区域は、大田区全体の課題の解決に向け、先進的技術の実証・実装を行うテストベッドとしての

役割を想定している。協議会において、テストベッドとしての取り組みの進捗や実証実験等の結果を報

告する「スマートシティ報告・横展開検討会議」を毎年度４月ないし５月に行う。会議においては、実

証を行った先端的技術等の大田区の有する課題への施策展開可能性について共有を行う。大田区が課

題への施策展開可能性があると判断する場合には、具体的な施策展開を行うとともに、協議会は、実証

実験等により得られたノウハウを提供し、区内課題解決に貢献することを目指す。 

 

 

大田区内への横展開の流れイメージ 

 

■施策展開イメージ（例） 

分野 施策展開例イメージ 

スマートモビリティ 木造密集地域への自動運転パーソナルモビリティの導入実証。 

スマートロボティクス 実証されたロボティクス技術の公共施設への導入実証。 

スマートツーリズム アバターロボットや AR 技術を活用した大田区「ものづくり」の観光コン

テンツ化による観光促進の実証。 

スマートヘルスケア 区内病院とのデータ連携による医療技術ニーズの把握方策について検討。 

大田区はねぴょん健康ポイントの利用促進策の区内展開。 

 

（２）近接する都市への拡張・横展開 

本区域での実証結果を踏まえ、本区域と隣接する羽田空港や羽田空港跡地第２ゾーン、川崎市殿町へ

の拡張・横展開により、本事業で構築する空間情報データ連携基盤の対象エリアや先端的技術の導入エ

リアを拡張し、より広域での連携を可能にすることを目指す。特に羽田空港の施設を運営する日本空港

ビルデング株式会社、空港施設株式会社は本協議会メンバーのため、円滑な連携が期待される。 

 

実証的取組の実施
スマートシティ

報告会議
具体的な施策展開

毎年度４月ないし５月頃前年度 次年度

協議会

大田区 ：協力

：実施

協議会

大田区 ：新たな課題の提
示

：実証結果・横展
開可能性の報告

協議会

大田区 ：施策展開等

：協力、ノウハウ
提供

実証的取組に反映
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4.2 スマートシティモデルケースとしての横展開の方針 

既存市街地において実証事業を実施するには、住民等関係者との調整が大きな障壁となる。本区域

はグリーンフィールド型都市開発であることから、合意形成やセンシング機器インフラやデータ連携

基盤などの環境が技術実証を行うテストベッドして最適なスマートシティを構築することから、他の

スマートシティと比較しても特徴的なモデルケースとしての要素が含まれているものと考える。 

将来的に、全国的のスマートシティ化を推進する際には、新しい技術の導入に向けて効率的に実証

から実装まで実施することが必要となるため、本区域はテストベッドとして必要となる機能の最適化

検討を継続して行うことでモデルケースとしての要件定義を確立し、対象区域に類似する国内および

東南アジアなどの都市へテストベッドスマートシティを展開し、当該地区や周辺区域のスマートシテ

ィ化による発展を目指す。 

本事業で構築した空間情報データ連携基盤3D K-Fieldと他都市OSとの連携機能を拡充することによ

り他都市とのデータやツールの共有を図るとともに、空間情報データ連携基盤のモデルケースとして

3D K-Fieldを他都市におけるスマートシティ構築の際に横展開することで、データ利活用方策の創出

やそのデータ利活用に基づく新ビジネス創出を推進するような連携体制の構築を目指す。 

 

4.3 横展開における留意点 

① BIM/CIMデータの構築 

本区域はグリーンフィールド型都市開発であり、都市開発段階から一貫してBIM/CIMデータを構

築・活用していたため、空間情報データ連携基盤の基礎となるデータが存在していた。既存市街地

においては、BIM/CIMデータが作成されていない地域がほとんどであり、特に公共空間を含む広域

な区域で空間情報データ連携基盤を構築するためには、BIM/CIMデータの構築費用を見込んでおく

必要がある。 

 

② スマートシティとしてのインフラ・都市環境 

本区域はグリーンフィールド型都市開発であることから、都市開発段階からビーコン等のセンシ

ング機器やWi-Fi等の通信環境を整備できた。また、モビリティの運行経路を踏まえた耐荷重算

定・整備を実施していることで、スムーズなモビリティやロボットの導入が可能となった。ブラウ

ンフィールドでのスマートシティ構築においてはこうしたスマートシティインフラが十分に整備で

きない地域やロボットやモビリティの活動ができない路面環境である可能性があるため、事前にイ

ンフラ・都市環境面でスマートシティに適した環境か検討する必要がある。 
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③ 大規模都市開発事業に伴う民間主導事業 

本スマートシティの取組は、5.6haの都市開発事業に伴い実施されているものであり、スマート

シティ構築に必要なコストは当該都市開発事業の内数として実施されているほか、企業の研究開発

費が一部活用されている。現時点ではスマートシティサービス単独での採算性は確保されておら

ず、収益の確保は今後の課題となっている。本取組の横展開を検討する際には、本取組と同様に大

規模都市開発に伴い推進されることが特に適している想定されるが、そうした都市開発事業を伴わ

ないような自治体主導で行政サービスを中心としたスマートシティにおいては、スマートシティサ

ービスでの収益性を期待するのではなく、基本的にはコスト増するものと捉え、自治体として継続

した予算確保を前提とするなどの主体的な取組姿勢が求められる。 
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5．総論と提言 

5.1 本調査検討の総論 

（１）都市の課題に対して実効性のある先進的技術の活用手法の検討・整理 

大田区の課題の整理から、本事業のコンセプトとして「「持続可能都市おおた」の形成を支えるテス

トベッドとしてのスマートシティ」を策定した。これを踏まえ、本区域がテストベッドとして有効に機

能するため、協調領域として空間情報に紐づけてデータを収集・統合、蓄積、可視化、分析、公開する

データ連携基盤を構築することとした。 

区域に展開する先進的技術としては、最先端の技術を持つ企業へのヒアリング等を踏まえ、「スマー

トモビリティ」「スマートロボティクス」「スマートヘルスケア」「スマートツーリズム」の４分野にお

いて、ソフト・ハード共に実証・実証を進めていくこととした。 

 

（２）データの利活用における条件設定 

『府省連携したスマートシティ関連事業の推進について』で提唱されるスマートシティのアーキテ

クチャにおける都市 OSの概念をもとに、本事業で整備するデータプラットフォームの要件について検

討を行った。本事業では様々なデータを統合分析・可視化を行うことを目指していることから、鹿島建

設が保有する K-Field をベースに分野別データプラットフォームと連携する空間情報データ連携基盤

3D K-Fieldを整備することとした。 

（１）で検討を行った各種取り組みにおいて活用するデータについてその取得方法や分析方針を踏

また、本事業におけるデータ利活用のイメージの全体像について検討を行った。 

 

（３）モデル事業としての横展開 

本事業のコンセプトにおいて、本区域を「テストベッド」として位置付けていることから、特に本区

域での実証的取組を大田区他地域に横展開する方策として、「スマートシティ報告・横展開検討会議」

を定期的に実施していくことを定めた。 

また、スマートシティモデルケースとしての横展開についても、グリーンフィールド型都市開発とテ

ストベッドという特徴を横展開する観点から検討を行った。 

 

5.2 実証調査の方向性 

本事業は 2020年７月にまちびらきをし、2020年９月に本格稼働を迎えた。本格稼働以降、本業務にお

いて検討を行った先進的技術の実証的取組を実施していく段階となっている。 

2020年度においては、本検討で整理した取組内容を踏まえ、各実証実験等を実施した。2021年度以降

は 2023年に予定されているグランドオープン及びスマートシティの本格実装に向け、実証実験により明

らかとなった課題の解決策の検討やさらなる実証実験を行っていく。 
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